
 

公立大学法人神戸市看護大学２ ０ ２ １ 年度業務実績報告書 

 

１ ． 項目別評価（ 大項目評価）  

 

第２  社会的ニーズに対応し た幅広く 高い能力を 持つ、 看護人材の育成のための取組み 

法人自己評価 

評価 Ａ  

学部の優秀な学生の確保では、 選抜方法について、 市内優先枠の拡大のほか、 2023 年度入

試から 開始する「 私費留学生試験・ 社会人試験」 の導入に向けての整備を行っ た。 また、 広

報活動では、 WEB オープンキャ ンパスやオンラ イ ン個別相談の実施、 過去のデータ を 活用し

た高校訪問などを 積極的に行っ た。さ ら に、2023 年度入学生から 実施する入学金の減額につ

いて準備を進めた。  

学部教育では、 阪神・ 淡路大震災や新型コ ロナウイ ルス感染症の対応を 担っ た看護管理職

を 講師と し て招聘し た授業や、 薬害に見舞われた方などを 招聘し た講演会を 実施し たほか、

I CT 活用や国際展開に対応でき る看護人材育成のため、 語学科目や情報系科目の充実を 図っ

た。 また、 UNI TY の単位互換制度の受講促進を 図っ た。 コ ロナ禍にあっ ても 教育ボラ ンティ

アによる教育を継続し て行っ た。 地域包括ケアシステムを 体系的に学ぶこ と を 含む地元創成

看護学実習を 実習の中心に据えた、2022 年度から 改正する新カ リ キュ ラ ムを 作成し 、文部科

学省から 承認を受けた。 教員の教育・ 実践能力の向上については、 様々な FD研修会のほか、

実習協議会、 実習指導者研修会等を実施し た。  

大学院の優秀な学生の確保では、 新し く 学内推薦と 機関推薦の２ つの枠組みから なる大学

院推薦入試を 開始するこ と を 決定し 、 制度の概要を 公開し た。 また、 大学院生へのイ ンセン

ティ ブと し て優秀論文賞を 授与し た。  

大学院教育では、 教育充実のためのニーズ調査を実施し 、 その結果を今後の科目内容の検

討に活かし ていく 。 また、 退学後の学位授与制度の原案を 作成し た。  

学生への支援では、 コ ロナ禍における学生の生活面、 健康面、 経済面への影響と 支援ニー

ズを 把握する ため学生生活調査を 実施し 、 経済的支援が必要な学生には個別に対応し たほ

か、 結果を 踏まえて次年度の環境整備を 計画し た。 臨地実習のある２ 年生・ ３ 年生には、 学

生支援基金を 活用し てイ ン フ ルエンザワク チン接種の補助を行っ た。 また、 合理的配慮を必

要と する 学生に対し て教員間で支援方法等を 情報共有し ながら 継続的な学習支援を 行っ た

ほか、 LGBTs 等性自認及び性指向を理由と し た差別禁止及び解消に関する基本理念のホーム

ページでの公開や FD 研修会の実施を 行っ た。 大学院における 学修に関し ては、 兵庫県立大

学大学院と 本学の大学院科目を双方向で聴講でき る方法について協議、 検討し た。  

就職・ キャ リ ア支援では、 国家試験対策と し て模擬試験の受験を推奨し 、 模擬試験の結果

による担任から の学習支援を 行っ た。 さ ら に卒業生や４ 年生から 就職活動や国家試験対策な

どの体験談を 聞く 機会を設けた。 その結果、 看護師・ 保健師・ 助産師の国家試験において合

格率の目標を 達成し た 

 以上のこ と から 、 中期計画の達成に向け、 年度計画の執行は順調に進捗し ている。  

 

  

1



 

 

第３  学術研究、 地域貢献活動、 国際交流の推進等による、 大学ブラ ンド の確立 

法人自己評価 

評価 Ａ  

 地域の保健医療への貢献と し て、 新型コ ロナウイ ルス感染症軽症者宿泊療養施設の運営の

支援、 市保健所の支援を 行っ たほか、 神戸市から の依頼により 新型コ ロナウイ ルスワク チン

集団接種会場の運営支援や、 神戸市外国語大学と の共催でワク チンの職域接種を 実施し た。  

地域課題の解決等を担う 学術研究では、神戸市と 適宜情報交換・ 報告を 行いながら 、I CT を

活用し た相談事業、 慢性疾患管理、 多職種連携システム構築支援のモデル事業、「 神戸市の

COVI D-19 第４ 波時の訪問看護ステーショ ン状況と 関連要因の調査」 の受託事業を実施し た。

また、 2020 年度の兵庫県補助事業を 活用し て実施し た調査により ８ 件の学会発表を 行っ た。

産学連携と し ては、 医療産業都市や健康創造都市に参画し ている民間事業者と 、 包括的な連

携のも と 海外の看護リ ーダーの育成を 通し て医療の発展に寄与する ため連携に関する 協定

の締結に向けて準備を 行っ た。  

 研究支援では、 科研獲得プロジェ ク ト を 実施し 、 査読経験者による講演の実施、 応募予定

者に対するグループディ スカ ッ ショ ン、 個別支援を 実施し たが、 新規採択率・ 新規申請率と

も に目標を 達成でき なかっ た。 また、「 研究環境整備・ 研究活動支援に関する 調査」 を 実施

し 、 研究費執行マニュ アルおよび研究環境改善の新たな示唆を 得ると と も に、 昨年度から の

継続事業と し て「 いちかん Resear ch Gal l er y」 や「 ラ ンチョ ンセミ ナー」 など研究交流の機

会を 設けた。  

研究倫理の確保では、 倫理審査教育である e ラ ーニングや倫理講習会の開催や、 公的研究

費の不正防止対策のためのオンラ イ ン によるコ ンプラ イ アンス研修を 実施し 、 いずれも 受講

対象者全員が受講し た。 また、 文部科学省の「 公的研究費の管理・ 監査のガイ ド ラ イ ン 」 改

正により 、 学外の公認会計士をモニタ リ ング実施者に加え、 内部監査を 行い、 監査体制を 強

化し た。  

研究成果の発信では、 紀要の発行及びホームページでのリ ポジト リ への掲載を 行っ た。  

地域と 連携し た教育研究活動等では、 神戸市・ こ う べ市民福祉振興協会と の共催で住民を

対象と し たフ レイ ルチェ ッ ク を実施し た。 また、 教育ボラ ンティ ア導入授業や交流会を 実施

し た。 コ ロナ禍における地域包括ケアを担う 専門職の人材育成と し ては、 兵庫県下訪問看護

ステーショ ンを対象と し た各種研修を 実施し た。  

市民と の交流促進では、 コ ラ ボカ フ ェ やオンラ イ ンによる市民公開講座、 専門職講座など

を 実施し た。 図書館の学外者利用については、 本学の感染症対策会議の方針に合わせて実施

し た。  

地域の看護人材の供給では、 在学生及び卒業生のキャ リ ア支援のための情報提供、 卒業生

用 LI NE アカ ウント の設定、 地域の看護識者に対し ての研修実施や、 兵庫県保健師キャ リ ア

支援セン タ ーの事業と し て、 県内保健師に対する 卒業後の資質向上に向けて各種研修の企

画・ 実施やキャ リ ア相談を 行っ た。  

国際交流の推進では、 英語を 母語と する教員が中心と なり「 Engl i sh Ext r a! 」 を 実施し た。 

海外の看護系大学と の交流と し てベト ナム・ ダナン大学と の交流イ ベント を オンラ イ ンで実

施し た。 また、 神戸市から の紹介で、 台湾の大阪事務所の来訪を受け、 今後台湾の大学を新

たな学術交流相手先の候補と し て検討するこ と と し た。 し かし 計画し ていた国内の日本語学

校の学生への看護系大学への入学に関する意向調査や、 EPA ナースと の交流等は実施でき な

かっ た。  

 以上のこ と から 、 中期計画の達成に向け、 年度計画の執行は順調に進捗し ている。  
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第４  業務運営及び財務内容の改善 

法人自己評価 

評価 Ａ  

 効率的で機動的な組織運営体制の構築では、2021 年４ 月にいちかんダイ バーシティ 看護開

発センタ ーを 発足し 、 テーマごと に横断的な８ グループを 設置、 教員が希望するグループに

所属し 、 各グループが新たな取り 組みを進めた。 組織運営では、 運営調整会議で大学運営に

ついての方針の検討を 行い、 同会議が理事会、 各種審議会等での協議事項を 調整する役割を

果たし ており 、 運営体制の定着が図ら れた。 また、 法人本部に広報戦略室を 設置し 、 入試関

連情報の分析に基づき 、 高校訪問、 オープンキャ ンパス等の戦略的な広報を 実施し た。  

 開かれた大学運営の推進では、 理事会の理事、 経営審議会、 教育研究審議会、 学長選考会

議の委員改選にあたり 、 引き 続き 外部委員に就任いただいたほか、 地域の声を 聴く ため、 い

ちかんダイ バーシティ 看護開発センタ ーで研修等を 実施し た際はアンケート を 実施し た。  

優れた教職員の確保育成では、 いちかんダイ バーシティ 看護開発センタ ーの事業推進のた

め特任教員を ３ 名採用し たが、 特任教員の就業規則が未整備であっ たため検討を始めた。 新

カ リ キュ ラ ムに合わせた教員の公募・ 採用や、 災害看護・ 国際看護の新たな教授枠を 設けて

公募・ 採用を行っ たほか、 研究科に公衆衛生学、 統計学等を担当する特任教員１ 名の採用を

決定し た。 また、 実習指導者の導入授業においてフ ァ シリ テータ ーを招聘し たほか、 １ 科目

につき 年間１ 回、 外部講師を 招聘でき る科目特別講師制度を導入し た。 教員評価制度につい

ては、 教員活動評価規程及び委員会規程を 策定し 、 次年度その試行結果を評価し 、 制度内容

を 精査するこ と と し た。 また、 有期雇用職員の雇用契約更新要綱を 策定し 、 有期契約職員の

評価を 行い、 契約更新に活用し た。  

教育環境の整備・ 充実では、 シミ ュ レーショ ン施設の効果的な整備等を 図るため、 いちか

んダイ バーシティ 看護開発センタ ーで行う こ と を 決定し た。 また、 文部科学省の大学改革推

進等補助事業のう ち、 実習等に資する シミ ュ レ ータ 等の DX 設備整備について応募し 、 選定

さ れたこ と に伴い、 教職員から なるプロジェ ク ト チームを 立ち上げた。  

自己点検・ 評価、 情報公開では、 ホームページにて、 自己評価、 評価委員会の評価結果、

財務情報に加え、規程等についても 公開し た。2022 年度の分野別評価受審の準備を 進めると

と も に、2023 年度予定の機関別認証評価受審に向けて、分野別評価も 含めたスケジュ ールを

作成し た。 また、 コ ロナ禍における本学の教育・ 研究・ 地域貢献を 軸に行政を はじ め、 学内

外の諸機関と 連携協力し 、 パン デミ ッ ク に対処し たおよ そ２ 年間の本学の記録誌を まと め

た。  

教職員の健康管理については、 教職員のメ ンタ ルヘルス調査の結果、 課題が見つかっ た。  

教職員のコ ンプラ イ アンスについては、 研修に加え、 不正事案のメ ール配信や意識調査ア

ンケート を行う こ と により 、 不正防止に対する意識の向上を図るこ と ができ た。  

学生納付金については、 経済的困窮者に対し て適切な対応を行う と と も に利便性の高い納

付方法を 検討し た。  

多様な自己収入の確保では、 修学支援基金について国から 承認を 得たほか、 それ以外の寄

附に係る規程の制定等を行い、 制度面の整備を 行っ た。  

業務改善については、 事務局における事業ボリ ュ ームを見極めながら 必要な体制の確保を

行っ たほか、 学務システム見直し の方向性を決定し た。  

以上のこ と から 、 中期計画の達成に向け、 年度計画の執行は順調に進捗し ている。  
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２ ． 項目別評価（ 小項目評価）  

第２  社会的ニーズに対応し た幅広く 高い能力を持つ、 看護人材の育成のための取組み 

法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

１  入学者選抜及び学部教育 

（ １ ） 優秀な学生の確保 

①アド ミ ッ ショ ン ポリ シー（ 入学者受

入れの方針） に沿っ た選抜試験を実

施する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ アド ミ ッ ショ ンポリ シーに照ら し 、 各入試制

度の意図、 入試科目、 問題、 面接マニュ アル

等の妥当性を 検証し 学内で共有し ていく 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 入試枠組みごと に、班分けし 、過去の経緯に関し ても 、適切な入

試になっ ているか検証し た。し かし 、妥当性の検証は継続中であ

り 、全体像を学内全体では共有でき ていない。一方、改善でき る

と こ ろ から 取り 組みを 始めており 、 学部のアド ミ ッ ショ ンポリ

シー（ AP） の根底にある多様な背景（ ダイ バーシティ ） の観点か

ら 、 入試に関し ては「 私費留学生試験・ 社会人試験」 の導入に向

けて整備を し た。また、大学院においては、博士課程前期の一部

分について、学生の確保ができ ていないので、新し い大学院入試

と し て「 推薦入試」 の導入を 決定し た。こ れら は学内で公表さ れ

ている。  

 

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 年度計画を 順調に実施し

ている 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②卒業後の市内就職に向けた地域の高

校から の受け入れ促進や、 他の分野

での経験を 有する社会人、 海外から

の留学生等多様な人材の受入れな

ど、 入学者の受入れ・ 選抜方法を国

公立などの他大学の動向や市内就職

の推移にも 留意し ながら 、 継続的に

見直し ていく 。  

・ 市内優先枠の人数の検討を 行う と と も に、 本

学の特長を どう 発展さ せていく か全学的に議

論し 、 そのコ ンセンサスを 地域の高校生や進

学指導者にも 広く 周知広報を 行う 。  

・ 2023 年度入試から 開始する 社会人枠、留学生

枠の入試について、 アド ミ ッ ショ ンポリ シー

に沿っ て、その具体的な内容を 詰めて、周知、

広報し ていく 。  

・ 市内優先枠を 拡大すると と も に、 市内優先枠の定義を 従来の居

住地条件だけでなく 、 市内の高校の卒業生（ 予定者を 含む） も

位置づける制度に改定し ていく こ と と し た。  

 

・ 2023 年度入試から 開始する社会人枠、 留学生枠の入試につい

て、 広報体制の見直し や受け入れ体制の確認を行っ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③本学が期待する 入学者像を 明確化す

る と と も に、 受験者層のニーズや社

会一般の看護への関心を把握し なが

ら 、 オープンキャ ンパスの実施や、

ホームページの充実、 地域の高等学

校と の連携等による受験生、 保護

者、 進学指導者への積極的な広報活

動を 展開する。  

 

 

 

 

 

 

 

・ 入試関連情報を受験生および進学指導者に明

確かつタ イ ムリ ーに伝えるこ と を 念頭に、 特

にコ ロナ禍の対応と し て、 受験生向けに、 学

校紹介の動画など ホームページ 等の充実を

図ると と も に、 従来のオープンキャ ン パスに

加え、 小規模の学校見学会を 試行的に実施す

る。  

 

・ 高校等での入試説明会を 効果的に進めるため

の広報ツ ールを パッ ケージ し た広報用コ ン

テナボッ ク スを作成すると と も に、 大学案内

などのパンフ レッ ト 等の改訂・ 作成を 検討す

る。  

 

 

・ 新たな取り 組みと し て、 ホームページ上で「 WEBオープンキャ ン

パス 2021」 を実施（ 10 月１ 日～３ 月 31 日） し 2, 270 件のアク

セスがあっ た。 10 月には「 オンラ イ ン個別相談」 を ２ 日間（ 16

日・ 24 日） 実施し 、 18 名の参加があっ た。 また、 積極的に学校

見学を 受け入れるため、団体・ 個人と も にホームページから 見学

申込を 受け付けるシステムを 構築し た。  

 【 実績】  

  ・ 学校見学 団体３ 件、 個人 11 件（ 19 人）  

・「 高校訪問」「 大学見学」 において使用する広報ツールのパッ ケー

ジ化を 行っ た。  

・『 大学案内』 について、 来年度発行版より 、 デザイ ン・ 内容と も

に完全リ ニュ ーアルを行う ため、２ 月より 仕様の検討を 開始し 、

３ 月に提案業者の公募を 実施し た。  

・ 2023 年度入学生から 実施する入学金の減額（ △141 千円） につ

いて準備を 進めた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④入試データ の蓄積・ 分析及び学生募

集に関する広報活動を行う 体制を強

化する。  

 

 

 

 

 

 

・ 入試データ の分析を通じ て、 オープンキャ ン

パス、 学校訪問・ 説明会、 学校見学会の開催

などの広報の在り 方について効率的・ 効果的

な方針を 立て、 実行する。  

 

 

 

 

 

・ 過去の「 出身高校別 出願者・ 合格者数データ 」 および「 出身地・

就職先所在地の関係性を 示し たデータ 」 に基づき 、「 重点校」「 出

願者数減少校」「 新規開拓校」 を指定し た。「 重点校」 は３ 年に１

回程度、「 出願者数減少校」「 新規開拓校」 は毎年指定し て訪問す

るこ と と し 、 今年度は計 10 校の高校を 訪問し 、 大学概要説明と

ヒ アリ ングを 行っ た。  

・「 学校見学」 についても 、 同様の基準に基づき 、 ２ パタ ーンのプ

ロ グラ ムを 作成し 、 対象校に応じ てよ り 効果的な対応を 行う こ

と と し た。  
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法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

（ ２ ） 教育方法・ 内容 

①疾病構造や社会構造の変化に対応

し 、 身体的のみなら ず精神的・ 社会

的な意味を 含めた健康の保持に資す

る 科学的な思考や、 看護人材と し て

必要な倫理観や対人関係能力を 育成

するための教育を 実施する。  

 

 

 

 

 

 

 

・ 今後の社会情勢や本学の中期計画等を鑑み

た、 新カ リ キュ ラ ムにおいて、 健康の保持に

資する科学的な思考や、 看護人材と し て必要

な倫理観や対人関係能力を 育成するための教

育内容を 含めた科目を 新設する。  

・ 闘病経験やこ れまで講演などの経験知を も つ

地域の人を 招待講演者と し て１ 回／年、 科目

責任者と 共同し て招聘する。  

 

 

 

 

 

・ 今後の社会情勢や本学の中期計画等を 鑑み、 新カ リ キュ ラ ムで

は、 災害への実践力を習得するため４ 年後期に必修科目と し て

「 災害看護技術演習」 を 、 看護人材と し て必要な倫理観、 看護

観を 深めるため「 看護ナラ ティ ブ演習」 を 新設し た。  

 

・ 全学生、 教職員を 対象に、 講師を 招聘し 、 薬害に見舞われた方

の経験を学生に伝える講演会を オンデマンド で開催し た。

（ 2021 年 10 月 18 日） 参加者は１ 年生、 ２ 年生を 中心に 235 名

で、 205 名（ 回答率 87％） による評価では、「 大変満足と 満

足」 を あわせ 98％と 高評価であっ た。 自由記載から も 講演を 機

に、 学生の HI Vと 当事者の体験への関心が高まっ たこ と がわか

っ た。  

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ コ ロナ禍にあっ て一部、

計画どおり の実施が困難

であっ たが、 ほぼ年度計

画を 順調に実施し てい

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②広い視野と 豊かな感性を 育むと と も

に、 人文科学や社会科学も 含む幅広

い分野の知見を 結集・ 活用し 、 グロ

ーバルに活躍でき る 人材を 育成する

ため、 他大学と の連携を 含めた教養

教育の充実を 図ると と も に、 専門教

育と 教養教育の科目間および教員間

の連携を強化する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 実習指導力を高めるために、 実習指導の振り

返り を テーマに教員対象のＦ Ｄ を 実施する。  

 

 

 

 

・ 教養教育の充実を 図るため、 UNI TY（ 神戸研

究学園都市大学利用施設） の単位互換講座の

積極的活用のための方策を 新カ リ キュ ラ ムに

おいて検討、 実施する。  

・ 多職種連携Ⅰ・ Ⅱの履修人数が最大履修可能

な人数と なるよう 工夫する。  

 

・ 専門教育と 教養教育の関連する科目で、 各担

当教員が相互に講義を 聴講する回数を 増や

す。  

 

 

 

・「 社会人と し ての対人スキル講座」 を開催

し 、 社会人と し て、 看護専門職と し ての対人

関係における基本的姿勢について学ぶ。  

・ 実習指導力を 高めるために、 実習指導における学生の事例を 用

いた FD研修会を 2021 年９ 月１ 日開催し た。 実習で上手く 指導

でき たと 感じ た・ 困難を 感じ た学生の事例を 用いて、 職位ごと

のグループディ スカ ッ ショ ンを 行っ たアンケート では参加者の

95％以上から 肯定的な評価が得ら れ、 研修会の目的は達成でき

た。  

・ 今年度のオリ エンテーショ ンでは UNI TY 利用者を 増やす意図か

ら 意識的に UNI TY の内容について細かい説明をし た。 その結

果、 2019 年、 2020 年度は０ （ ゼロ） であっ た他大学の授業を

受ける派遣学生は、 2021 年は前期８ 名、 後期５ 名と 増加し た。  

・ 今年も 新型コ ロナ感染症の影響を う け、 募集定員が 50％以下で

あっ たこ と から 、 本学の多職種連携Ⅰ・ Ⅱの履修者は 15 名と

７ 名で、 最大履修可能な人数を 満たすこ と ができ た。  

・ 現在連携し ている専門科目と 教養科目の教員でプレ ゼンを 行い

学内で連携の工夫や成果を 共有し た（ 2021 年 11 月 16 日、 Zoom

開催）。 参加者は 24 名で、「 臨床死生学」 における連携、「 基礎

看護学技術演習Ⅱ」 と 「 人体構造論」 における連携の実際を 共

有し た。 参加者のコ メ ント から 、 担当教員の考え方や教授内容

を 知る機会と なり FDの目標は概ね達成でき た。  

・ 前期の３ ～４ 年生の就職・ 進路ガイ ダンスの際に「 社会人と し

ての対人スキル講座」 を 実施し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③主体的に学ぶ力を 育成するため、 １

年次から の臨地実習や、 学生と 教員

と のディ スカ ッ ショ ンを 通し て、 看

護への関心を 深め学習意欲の向上に

努める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 臨地実習のカ ンフ ァ レンス等において、 ディ

スカ ッ ショ ンが活発になる方策を 教員間で共

有する。  

・「 主体的に学ぶ力を 育成し ている」 教育方法

を 実践し ている科目責任者（ 教員） から の情

報提供の機会を設ける（ １ 回以上/年）  

 

 

 

 

 

 

 

・ 臨地実習のカ ンフ ァ レン スや学生が主体的に学ぶ力を 育成する

教育方法と し て、 教員のフ ァ シリ テーショ ン力を 育成するた

め、「 コ ロナ禍の大学教育で求めら れるフ ァ シリ テーショ ン

力」 を テーマに鈴木まり 子先生を講師と し て招聘し 、 参加型の

FD研修会を 開催し た。  ( 2021 年 12 月 23 日) 。 また授業評価の

う ち「 主体的に学習し た」 項目の点数が高い科目の担当教員２

名から 教育方法のプレゼンテーショ ンを 行い、 鈴木先生の講評

を 受けた。 参加者 36 名で 27 名（ 回答率 75％） のアンケート 結

果から 、 フ ァ シリ テーショ ン力の育成への本講演の効果につい

ては 96％が効果あり と 回答があり 。 自由記載にも 、 実習や授業

で早速活用し てみたいと のコ メ ント があっ たこ と から 、 FD研修

会の目的は達成でき た。  
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法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

④阪神・ 淡路大震災における経験、 教

訓を 次世代に継承し 活かすための災

害教育の充実・ 強化を図る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 災害看護論Ⅰ, 災害看護論Ⅱにおいて、 臨床

看護師の協力を得て、 新型コ ロナ感染症の予

防と 拡大防止にむけた講義と 演習を 計画し 、

実施する。  

 

 

 

 

 

 

・ 災害看護論Ⅰにおいて被災体験がない学生に

教育ボラ ンティ アの協力を 得て、 災害の経験

者から 教わる機会を も う ける。  

 

 

 

 

 

・ 日本看護系大学協議会（ JANPU） の災害支援

対策委員会の情報を 災害看護担当者と 共有

し 、 災害下でも 教育を 継続するために本学が

果たすべき 役割について検討する。  

 

 

・ 災害看護論Ⅰ・ Ⅱでは DMAT の資格をも つ講師を 災害時の応急

処置・ 搬送、 ト リ アージの演習の講師と し て、 講義では阪神・

淡路大震災や新型コ ロナウイ ルス感染症の対応を 担っ た看護管

理職を 講師と し て招聘し 、 救助・ 災害体験に基づく 技術や知識

を 学ぶ機会を 設けた。 また災害看護論Ⅱでは、 新型コ ロナウイ

ルス感染症を 想定し た避難所の受入れのシミ ュ レ ーショ ン演習

を 行っ た。  

【 授業評価】 ※授業の成果 

・ 災害看護論Ⅰ 4. 73（ 全科目平均 4. 53）  

・ 災害看護論Ⅱ 4. 67（ 全科目平均 4. 56）  

・ 災害看護論Ⅰにおいて９ 名の教育ボラ ンティ アの協力を得て災

害の経験を 聞く 機会を設けた。 実際の被災体験を 聞く こ と によ

り 、 被災の大き さ に関わら ず、 いろ いろ な複雑な思いを 抱えて

おら れると いう こ と を理解でき た。 ただ横にいて寄り 添っ て、

被災さ れた方々が自分自身から 話し たい、 相談し たいと なると

き まで待つと いう 寄り 添う 姿勢がと ても 大切で、 被災さ れた

方々にと っ ては一番のケアになると いう こ と に気づく こ と がで

き 、 どのよう に看護に活かすのかを 考えるこ と ができ た。  

・ 日本看護系大学協議会（ JANPU） の災害支援対策委員会におい

て、 今年度は本学が兵庫ブロッ ク （ 小ブロッ ク ） の当番校と し

て 15 校と ３ か月毎に会議を 担当し た。 今年度の目標は地震災

害を 想定し たネッ ト ワーク 作り であり 、 本会議の情報は、 いち

かんダイ バーシティ 看護開発センタ ーの災害看護グループで報

告し 、 共有し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤I CT やデータ を 活用し た医療・ 予防

の取組みや保健医療の国際展開な

ど、 新し い政策課題に対応でき る看

護人材の必要性を 見据え、 語学教育

や情報系科目を 充実さ せる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ I CT を活用し た質の高いオンラ イ ン教育を 展

開するにあたっ ての枠組みを 検討する。  

 

 

 

 

 

 

 

・ 新カ リ キュ ラ ムにおいて、 語学教育や情報

系科目を 充実さ せる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「 アジア系」「 欧米系」 に語学科目を 区分

し 、 いずれも 履修可能な時間割と する。  

 

 

・ I CT を活用し た質の高いオン ラ イ ン教育を 展開するにあたっ て

の枠組みを 検討するため、 FDを 開催し た。（ 2021 年 12 月 21

日・ 参加者 25 名）。 教員から の意見を も と に枠組み案を 作成

し 、 運営調整会議での意見を 踏まえ、 2022 年度の授業における

I CT の活用について方針を 決定し 、 ２ 月の教授会で報告し た。  

方針： 原則、 学生も 教員も 対面で授業を行う 。 但し 、 新型コ ロ

ナ感染症等、 やむを 得ない理由の場合、 オンラ イ ン授業に変更

するこ と ができ る。 但し 、 少人数生のゼミ ナールは授業時間の

半数を 超えない範囲でオンラ イ ン授業と するこ と ができ る。  

・ 語学教育については、「 コ ミ ュ ニケーショ ン英語 I A」 を 選択科

目から 必修科目に変更し たほか、「 コ ミ ュ ニケーショ ン英語

I B」 は履修人数の制限を 撤廃し 、 全員が履修でき るよう にし

た。 また、 こ の変更に合わせて、 ２ 年生科目では従来の「 コ ミ

ュ ニケーショ ン英語 I I AB」 を 、 １ 年生科目の内容を 発展さ せた

「 上級コ ミ ュ ニケーショ ン英語」 と 、 英語での文化間コ ミ ュ ニ

ケーショ ンに焦点を 当てた「 文化間コ ミ ュ ニケーショ ンスキ

ル」 に改変し た。  

・ 情報系科目では、「 保健統計学」 を 14 回選択から ７ 回必修へ変

更し 、「 保健統計処理演習( 保健師必修) 」 を ７ 回から 14 回に拡

大し 、 充実を 図っ た。  

・「 アジア系」「 欧米系」 の語学科目は、 非常勤講師の都合上、 一

部の科目は同時開講と なっ たが、 学生は「 アジア系」「 欧米系」

のいずれの科目も 履修するこ と ができ る時間割に調整し た。  
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法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

⑥地域包括ケアシステムにおいて多職

種連携の中核的な役割を担う 人材を

育成するため、 医療・ 福祉関係者の

協力のも と 、 地域包括ケアシステム

を 体系的に学ぶカ リ キュ ラ ムを 編成

する。  

・ 地域包括ケアシステムを 体系的に学ぶこ と を

含む地元創成看護学実習を 本学の実習の中心

に据え、 2022 年度から 改正さ れる新カ リ キュ

ラ ムを 作成する。  

 

 

・ 地域包括ケアシステムを 体系的に学ぶこ と を含む地元創成看護

学実習を本学の実習の中心に据え、 2022 年度から 改正さ れる 新

カ リ キュ ラ ムを作成し 、 文部科学省より 承認を受けた（ 2022 年

３ 月 22 日) 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦市民病院や民間病院など地域の医療

機関・ 福祉施設等の協力のも と 、 急

性期医療から 在宅医療までに対応し

た、 大学教育と 看護実践の現場が連

動する実習体制を 構築する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 教育の質を 保証し ていく ために神戸市民病院

群や実習施設等の看護職や地域住民の協力に

よる講義や演習を 継続する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 本学独自の実習指導者講習会の導入につい

て、 神戸市民病院機構が行っ ている研修会・

講習会の情報収集を 行い、 実習施設から のニ

ーズを 調査する。  

 

 

 

・ 神戸市民病院群や実習施設等の看護職や地域住民の協力による

講義や演習を 継続する計画であっ たが、 前期（ ４ ～７ 月） は新

型コ ロナウイ ルス感染症の影響により 、 延期または中止せざる

を 得ない科目があっ た。  

【 実績】  

・ フ ァ シリ テータ ー招聘事業 

2021 年度前期分： 講義 10 科目中７ 科目実施 

・ 教育ボラ ンティ ア導入授業 

2021 年度前期分： ７ 科目中３ 科目開講 

（ オンラ イ ン面接）、  

１ 科目延期、 ３ 科目感染拡大により  

中止 

・ 科目特別講師 

2021 年度前期分： 看護職の協力科目３ 科目実施 

・ 2021 年度実習指導者研修会に参加し た実習指導者等を対象にア

ンケート 調査を実施し た結果、 67%が自施設で看護学生の実習

指導のための研修会がないこ と 、 実習指導力向上のために実習

指導の基本や実際の展開方法、 学生の理解についての研修が必

要だと 認識し ているこ と が分かっ た。 なお、 2021 年度看護協会

が実施し た実習指導者講習会の看護論を 本学の教員が担当し

た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧教員の教育・ 実践能力の向上を 図る

ため、 教員と 臨床指導者が相互に交

流でき る環境を 整備する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 効果的な実習指導を 行う ための環境づく り と

実習指導力の向上を めざし 、 実習協議会、 実

習指導者研修会を 実施する。  

【 数値目標】  

・ 実習指導者研修会１ 回以上／年 

 

 

 

・ コ ロナ禍において実習が効果的に行えるよ

う 、 臨床教授と 教授と の懇談会を 開催し 、 成

果と 課題を 共有する。  

【 数値目標】  

・ 臨床教授と 教授の懇談会１ 以上／年 

 

 

 

・ 教員の教育・ 実践能力の向上を図るため、

2021 年度から 本格的に導入さ れる臨床研修

制度の利用を 促進する。  

 

 

・ 実習前後に WEB会議システムを活用し て実習協議会を 実施。 実

習指導者研修会は、「 大学生の心理的課題やコ ロナ禍による影

響について」 をテーマに（ 本学非常勤講師・ 心理相談室カ ウン

セラ ー、 臨床心理士・ 公認心理師の山口修一朗先生（ かさ さ ぎ

心理相談室） を講師に８ 月 31 日に実施。 参加者は合計 122 名

で、 アンケート 結果も 好評であっ た（ 2021 年８ 月 31 日）。  

【 実績】  

・ 実習指導者研修会 １ 回開催 

・ コ ロナ禍において実習が効果的に行えるよう 、 臨床教授と 教授

と の懇談会を 開催し 、 2021 年度の教育の現状と 課題、 実習にお

ける現状と 課題について共有し た。 臨床教授・ 講師から は、 新

人看護師が緊張が強いこ と 、 先輩と 縦のつながり が持てない傾

向があるこ と 等職場での状況について報告があり 、 今後の実習

における課題を明確化でき た。  

【 実績】  

・ 臨床教授と 教授の懇談会 １ 回（ 2022 年２ 月 17 日） 開催 

・ 新型コ ロナウイ ルス感染拡大による緊急事態宣言等が続いてい

たこ と や新型コ ロナウイ ルス感染拡大への対応により 、 看護系

教員の臨床研修制度を活用し た教員は 1 人であり 、 臨床研修制

度を 推進でき ていない。  
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法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

⑨日本看護系大学協議会「 看護学学士

課程教育におけるコ アコ ンピテンシ

ーと 卒業時到達目標」 の高いレ ベル

での達成が果たせる よう 、 教育体制

を 強化する。  

 

 

 

・ 新カ リ キュ ラ ムにおいて実習・ 演習・ 講義科

目の学年配置の見直し を図る。  

 

 

 

・ 地元創成看護学実習に、 全分野の看護系教員

が関わるこ と を検討する。  

 

・ 新カ リ キュ ラ ムの地元創成看護学実習では１ 年・ ２ 年・ ４ 年生

が９ 月に実習を行えるこ と を めざし 、 2022 年は１ 年の地元創成

看護学実習Ⅰ（ 地域） を ２ 年の健康生活支援学実習と 同期に開

講し 、 地元創成看護学実習Ⅰ（ 病院） を 冬季に開講するよう 調

整し た。  

・ 地元創成看護学実習Ⅰ（ 地域）、 Ⅱ、 Ⅲは全看護学分野の教員が

指導を 行う 科目と し て文科省に申請し 、 承認を受けた（ 2022 年

３ 月 22 日) 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ディ プロマポリ シー（ 卒業認定・ 学

位授与の方針） に基づき 、 各科目の

成績評価基準を 学生に明確に示し 、

シラ バスやホームページ等で公表す

る と と も に、 単位認定の基準に基づ

き 、 適正な成績評価を行う 。  

 

 

 

・ 2020 年度の検証を 踏まえ、 改めてシラ バスに

成績評価基準等必要事項が記載さ れているか

を 確認する。  

 【 数値目標】  

・ シラ バスの成績評価基準等必要事項が

100％記載さ れている 。  

・ 2022 年に向けて「 授業の目的・ 到達目標」 と

ディ プロマポリ シーと の対応を シラ バスに明

記するこ と を 検討する。  

・ シラ バスの点検を 12 月に実施し た。  

【 実績】  

・ 全ての科目で、 成績評価基準等の必要事項が記載さ れている

こ と を 確認し た。  

 

 

・ 2022 年度から 全ての科目において「 授業の目的・ 到達目標」 と

ディ プロマポリ シーと の対応を シラ バスに明記し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪カ リ キュ ラ ムポリ シー（ 教育課程の

編成に関する 方針） の継続的な 評

価・ 見直し を 実施すると と も に、 教

育成果を 総合的に測る ための基準

や仕組みを 構築する。  

 

 

 

 

・ 今後の社会情勢や本学のディ プロ マポリ シー

と 新たなカ リ キュ ラ ムポリ シーを 踏まえ、 中

期計画等を 鑑みた、 新カ リ キュ ラ ムを 作成す

る。  

・ ディ プロマポリ シーが達成でき ているのか総

合的に評価するための準備を 進める。  

 

 

 

・ 今後の社会情勢や本学のディ プロマポリ シーと 新たなカ リ キュ

ラ ムポリ シーを踏まえ、 中期計画等を 鑑みた新カ リ キュ ラ ムを

作成し 、 文部科学省より 承認を 受けた（ 2022 年３ 月 22 日）。  

 

・ ディ プロマポリ シーが達成でき ているのか総合的に評価するた

めの調査を 学生対象に実施し （ 2022 年１ 月 31 日）、 ８ つの DP

において、「 と ても 達成・ 達成」 を あわせると 94. 9～100％であ

っ た。 一方で、「 あまり 達成でき なかっ た」 と 複数の回答があ

っ た DPも みら れた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  大学院教育 

（ １ ） 優秀な学生の確保 

①時代のニーズに合わせ、 適正な入学

定員について検討する。  

 

 

 

 

 

 

 

・ 定員割れの要因分析、他大学の状況を調査し 、

適正な定員のあり 方を まと める。  

 

 

 

 

 

 

 

・ 新し く 、 学内推薦と 機関推薦の２ つの枠組みから なる大学院推

薦入試（ ８ 名以内） を開始するこ と を 決定し た。 こ れまでより

早く 、 ７ 月に入試を するこ と によっ て、 潜在的に進学適性のあ

る受験生を 掘り 起こ す基盤作り をし た。 こ の新入試によっ て、

定員を 満たすと と も に、 推薦入試応募の条件と し て、 学業に専

念でき るこ と を加えてあるので、 大学院生集団内に学業への志

向性の高い層を作り 、 学業志向を高める準備を整えた。  

 

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ コ ロナ禍にあっ て一部、

計画どおり の実施が困難

であっ たが、 ほぼ年度計

画を 順調に実施し てい

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②保健・ 医療・ 福祉等の領域で活躍す

る看護職者や、他の分野での経験を 有

する社会人など、多様な人材を 積極的

に受け入れる。  

 

 

 

・ 各大学院入試での受験者の点数等のデータ

と 、 修了時の諸データ を 照ら し 合わせるこ と

で、 大学院入試制度のあり 方を 検討する。  

・ 外国人研究生の受け入れを 推進する と と も

に、 EPA（ 経済連携協定） などで来日し 、 日本

の看護師免許を有する外国人や、 多様な学生

の大学院受験を受け入れる。  

・ データ 集積を 行う 際に必要なデータ を検討中。その上で、データ

集積作業及び照ら し 合わせを 行っ た。  

 

・ 新型コ ロナウイ ルス感染症の状況により 、現時点では、外国人研

究生の受け入れは難し いと 考えている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③本学卒業生や大学院修了生及び市民

病院群を はじ めと する実習施設等に

対し 、 同窓会の協力も 得ながら 、 大

学院への入学を働き かける。  

 

 

・ 前年度の検討を ふまえ、 大学院での成績優秀

者へのイ ンセンティ ブ方策を 具体化する。  

 

・ 在学生（ ４ 年生） で研究や専門看護師などに

関心を も っ ている学生に対し て、 大学院への

進学を 検討するよう に働き かける。  

・ 大学院の優秀論文賞については、 研究科担当教員の投票により 、

博士前期課程および博士後期課程から 各１ 名を 選定し 、 修了式

で学長より 表彰および記念品を 授与し た。  

・ 入試委員会等と 連携し て大学院推薦入試制度（ 学内推薦およ び

機関推薦） の具体的内容を 明確にし 、2021 年 12 月の教育研究審

議会で承認さ れ、 2023 年度入試より 適用するこ と が決定し た。  
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法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ フ ルタ イ ムの大学院生を 獲得するための方策

について、 他大学の情報収集を おこ なう 。  

・ 市民病院群、 実習施設及び関係団体等に大学

院案内を 送付するほか、 同窓会の会報を通じ

て大学院の魅力発信を 行う 。  

・ 大学院受験生に対し HP での情報コ ンテンツ

の充実や大学院案内パン フ 等の見直し を 図

っ ていく 。  

すでに本学のホームページ上で新たな大学院の推薦入試制度の

概要について公開し た。  

・ フ ルタ イ ムの大学院生確保のために学内推薦、 機関推薦と いっ

た入試制度の導入を 検討する ため、 他大学から 情報収集を 行っ

た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ２ ） 教育方法・ 内容 

①博士前期課程では、 看護倫理や看護

実践を 追究する ための基盤と なる 理

論や研究方法の修得に加えて、 国内

外の看護学を はじ めと する 専門分野

に関する 研究動向及び医療現場や地

域社会における 諸課題を 把握し 、 人

文科学や社会科学などの幅広い知見

も 活用し て自ら の見解を 公表でき る

能力を 育成するため、 研究・ CNS・ 助

産学実践・ マネジメ ン ト 実践の４ つ

のコ ースの特徴を 生かし た教育の充

実を 図る と と も に、 総合的能力を 養

成する 共通カ リ キュ ラ ムの編成を 行

う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ コ ロナ禍で実施でき なかっ たため、 相互連携

協定および実習施設の指導者や CNS の協力を

得て、 演習や臨地実習を引き 続き 強化する。  

・ 学会発表等の研究活動の申請によ り 研究活動

実績を 評価し 、 イ ンセンティ ブ方策と 結びつ

ける。  

・ 大学院生の実践・ 研究活動に必要なト ピッ ク

スについて、 学外の講師を 招いた特別講演会

を ２ 回開催する。 また特別講演会に関する院

生のニーズ調査を 実施し 、 特別講演会の必要

回数や内容について評価する。  

 

 

 

 

・ 大学院における英語担当教員の活用策を 検討

する。  

 

 

・ 研究・ CNS・ 助産学実践・ マネジメ ント 実践

の４ つのコ ースの院生に対し て、 教育充実の

ために必要と 考える内容について調査を行

う 。  

 

 

・ ディ プロマポリ シーと 照ら し 合わせ、 総合的

能力を 育成するための共通カ リ キュ ラ ムで強

化、 充実さ せる必要がある内容について、 教

員、 院生を 対象に調査を行う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ コ ロナ禍でこ れまでは、 実習指導者や CNS による 学内演習支

援、 臨地実習指導などの連携が一部実施でき ていないが、 今後

の新型コ ロナの状況に応じ て連携を 模索し ていく 。  

・ 前期課程は人数も 多く 、 経費面から 困難である大学院生の希望

も 聴取し て実現可能で必要なイ ンセンティ ブ方策を 再度検討す

るこ と と し た。  

・ 大学院生対象の特別講演会は研究方法に関する内容は予定通り

９ 月に実施し た。 ト ピッ ク については３ 月に実施し た。 研究方

法に関する特別講演会では、 アンケート 調査の結果、 時間が短

いと いう 意見が多かっ たため、 次年度以降は時間を 拡大するこ

と も 検討し ていく 。 ト ピッ ク に関する特別講演会のアンケート

では、 開催時間は適切であると の回答が 75％であり 、 特に問題

はなかっ た。  

 【 実績】  

・ 実施回数 ２ 回（ ９ 月）  

・ 英語を母語と する教員に対し て、 大学院生・ 教員から 積極的に

論文で使用する英語に関する質問を するよう にメ ールで依頼し

た。 その結果、 博士前期課程の修了生全員教員 7 名から の質問

に対応し た。  

・ 大学院生を 対象に教育充実のために必要と 考える 内容について

のニーズ調査を実施し た。 研究方法科目の充実、 臨床薬理学を

も っ と 高度な内容にし て欲し い、 推計学でも っ と 量的分析方法

を 詳し く 学びたいなどの意見があっ た。 コ ース毎の教育内容充

実の示唆は得るこ と ができ なかっ たが、 今後の科目内容の検討

に活かし ていく 。  

・ 共通カ リ キュ ラ ムで強化・ 充実さ せるべき 内容について、 大学

院生および教員を 対象に調査を 実施し た。 修了予定者の調査で

は、 共通カ リ キュ ラ ムでは、 概ねディ プロマポリ シーの内容を

修得でき たと の回答だっ たが、「 国際的視野」 についてのみ

15％の院生が不十分と の回答であっ た。  

教員の調査では、 ディ プロマポリ シーの「 国際的視野」 に関す

る科目が少ないと いう 意見が複数みら れた。 こ れら を 元に次年

度には総合的能力を 養成する共通カ リ キュ ラ ムの編成について

検討する。  

 

 

 

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ コ ロナ禍にあっ て一部、

計画どおり の実施が困難

であっ たが、 ほぼ年度計

画を 順調に実施し てい

る。  

 

・ 論文作成と 職業を 両立さ

せて学位取得可能な道筋

の原案をまと める こ と が

でき た。  
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法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

②博士後期課程では、 幅広い分野の知

見を 統合し ながら 、 看護学の新し い

理論的基盤の構築や看護実践の質向

上を 目指し た研究を 自立し て行う こ

と ができ る能力を 育成するため、 学

位授与に向けて計画的に指導を 進め

る と と も に、 複数教員による組織的

な指導体制や研究支援体制を 強化す

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 博士論文の進捗状況報告会の回数を 年２ 回に

増やす。  

 

・ 学生同士による研究報告・ 交流会時に教員か

ら 意見を も ら う 時間を 充実さ せる。  

 

 

・ 研究計画書発表会で、 複数教員から のコ メ ン

ト を 得る時間の確保や終了後の主指導、 副指

導教員から のコ メ ント を得るこ と で、 より 質

の高い実現可能な研究計画書の作成につなげ

る。  

・ 前期と 後期に国際学会発表、 参加奨励制度を

院生に周知し 、 学会参加費、 旅費等の助成申

請数を 前年度より 増やす。  

・ 条件を 満たし た修了生にも 国際学会発表、 参

加奨励制度を 適用可能と するこ と を 検討し 、

研究活動に対するイ ンセンティ ブを 設ける。  

・ 英語の専任教員による国際学会発表・ 英語論

文作成支援への大学院生の参加者数を 前年度

より 増やす。  

 

 

・ 進捗状況報告会を ９ 月と ３ 月の２ 回実施し た。 大学院生の指導

上で困っ たこ と を 他の教員に相談を し て、 今後に向けての示唆

が得ら れた。  

・ 遠方の大学院生や多く の教員も 参加するこ と ができ るよう に研

究報告交流会はオンラ イ ンで実施し 、 研究の進捗状況の報告内

容に対し て多く の教員から コ メ ント があり 、 大学院生同士でも

困っ ている点について相談でき た。  

・ 研究計画書発表会における質疑応答の時間を現状の 20 分から

30 分に延長するこ と を 研究科委員会で審議し 決定し た。 それに

より 主指導・ 副指導やその他の教員から コ メ ント を も ら う 時間

を 増やし 、 よ り 実現可能で質の高い研究計画書の作成につなげ

る素地を作っ た。  

・ 国際学会発表・ 参加奨励制度を院生にメ ールにてアナウンスし

たが、 コ ロナ禍の影響により 申請者はなかっ た。  

 

・ 条件を満たし た修了生にも 国際学会発表、 参加奨励制度を 適用

可能と し たが、 2021 年度の修了生で終了し 、 制度の再検討を 行

う こ と と し た。  

・ 英語を母語と する専任教員による支援を 受けやすく するため、

委員会から も 大学院生に相談可能であるこ と をアナウンスし た

が、 結果と し てコ ロナ禍の影響によるも のと 考えら れるが、 博

士後期課程の院生による国際学会発表や英語論文作成支援につ

いての依頼はなかっ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ディ プロマポリ シー（ 卒業認定・ 学

位授与の方針） に基づき 、 各科目の

成績評価基準を 学生に明確に示し 、

シラ バスやホームページ等で公表す

る と と も に、 単位認定の基準に基づ

き 、 適正な成績評価を行う 。  

・ シラ バスの成績評価基準を ホームページ等で 

明確に示す。  

・ 大学院生に対し 、 修了時にディ プロマポリ シ

ー（ 学位授与の方針） の項目を 、 どの程度達

成でき ているかについて、 最終試験時に詳細

に評価でき るよう にする。  

・ 成績評価基準はシラ バスに明記さ れており 、 ホームページでも

示さ れている 。  

・ 最終試験時には、 面談において必ずディ プロマポリ シーの達成

状況について確認・ 評価し 、 最終的な合否判定資料に評価内容

を 記載するよ う にし ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④教育課程が社会の要請に応じ たも の

になっ ているか検証・ 見直し を 行う 。 

 

 

 

 

 

 

・ 前年度の調査結果をふまえて、 本学大学院の

教育課程の見直し を 検討する。  

 

 

 

 

 

 

・ 修了生の上司等を 対象と し た大学院ディ プロマポリ シーに記載

し た能力獲得に関する実態調査を実施し た。結果と し て、博士前

期課程のディ プロマポリ シーのう ち、「 国際的視野に立っ て、 看

護実践の動向や研究課題を 把握する こ と ができ る」 の内容が他

のディ プロマポリ シーと 比較し て、「 でき る 」 と 回答し た割合が

23％と 少なく 、大学院生対象の調査結果と 同様であっ たので、次

年度に国際看護論等の選択科目の導入について検討する こ と と

し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤社会人学生が就業と 学業を 両立でき

る 教育課程を 充実さ せる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 社会人学生が、 休学せずに学業と 両立でき る

よう に、 オンラ イ ンツールを 用いた WEB授業

を 積極的に導入する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ハイ ブリ ッ ド 授業で音声が聞き 取り にく い状況があっ たため、

高機能のマイ ク ・ スピーカ ーを 導入するこ と で、 より 効果的に

オンラ イ ン授業が実施でき る体制を 整備し た。  

・ 社会人学生では、 就業と 学業と の両立が困難で、 在籍が長期に

なる傾向がある。 そのため博士後期課程の大学院生が所定の単

位を 修得し 、 研究計画書審査に合格し て倫理審査の承認を得た

のちに、 修了までの在籍可能期間が足り ずに退学し た場合に、

条件付き で研究生になり 指導を 受けるこ と で、 博士論文の審査

を 受け博士号を取得でき る制度の原案を 作成し た。 来年度の教

育研究審議会で承認を得て、 学則や学位規程等の規程改正を 実

現すべく 検討を進める。  
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法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

⑥地域の保健課題の解決や政策提案な

ど、 より 高度な実践・ 研究能力を持

つ人材の育成を 充実する。  

 

 

・ 大学院生に対する地域の保健課題の解決に貢

献でき る実践・ 研究能力育成に資する 教育方

法・ カ リ キュ ラ ムを 作成する。  

 

 

・ 大学院における 公衆衛生看護学分野の院生確保対策等について

は、大学院の推薦入学制度が来年度より 開始さ れるため、保健師

課程を 選択し ている 学部学生で優秀な人材に対し て、 当該分野

の教授から アプローチする こ と で院生確保につながる 可能性が

ある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  学生への支援 

（ １ ） 全学的な学修支援体制の整備 

①担任制を 中心と し た全教員及び職員

に よ る 継続的な 学修支援体制によ

り 、学生が自ら の学修状況を 自覚し 、

主体的かつ効果的な相談ができ る環

境を 整備する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 学生が担任に相談し やすい環境を 整える た

め、 引き 続き 、 全担任は授業と 区別し てオフ

ィ スアワーを 設定する。  

【 数値目標】  

・ 全担任がオフ ィ ス ア ワーを 設定し て い

る。  

・ 学生自ら 学修状況を自覚でき るよう 、 学期ご

と に担任が面談を 行い、 学修状況を 確認す

る。  

【 数値目標】  

  ・ GPA2. 4 未満の学生が前年度よ り 減少す

る。  

 

 

・ 全担任に授業と 区別し てオフ ィ スアワーの設定を 依頼し たが、

COVI D-19 の感染拡大のため、メ ールでの連絡や Zoomでの面談が

多かっ た。  

【 実績】  

・ 全担任がオフ ィ スアワーを 設定し た。  

 

・ 2020 年度の GPA2. 4 未満の学生は、 13 名であっ たが、 2021 年度

は 22 名であっ た。 GPA2. 4 未満の学生を抽出し 、 担任を 通し

て、 学修状況を確認し 、 支援の必要な学生を 把握し て支援につ

なげた。  

【 実績】  

  ・ GPA2. 4 未満の学生は、 22 名（ 対前年度 ＋９ 名）  

 

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 年度計画を 順調に実施し

ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②多様な 学生のニ ーズに対応する た

め、 修学等支援委員会を 設置し 、 合

理的配慮を 必要と する 学生を はじ

め、 全学生に対し て全学的な支援体

制を 充実さ せる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 神戸市看護大学における LGBT 等性自認及び

性的志向を 理由と し た差別禁止及び解消に

関する 基本理念に基づく 基本的な仕組みを

構築する。  

・ LGBT等性自認及び性的志向の理解を 深めるた

め、 相談窓口と なる職員が専門研修を 受ける

と と も に、 全教職員を 対象と し た研修を実施

する。  

 

 

 

 

 

・ 合理的配慮を 必要と する学生が自ら 申告し や

すい環境を 整えると と も に、 教員間で支援方

法等を 密に情報共有し ながら 、 継続的な学習

支援を 行う 。  

【 数値目標】  

・「 実習等で学修支援の必要な学生への支

援のための情報交換会」 を 年２ 回以上開

催する 

・ e ラ ーニン グプラ ッ ト フ ォ ームの導入やオン

ラ イ ン会議ツール等を 積極的に使用し て、

全学生に効果的なガイ ダンスを 行う と と も

に新カ リ キュ ラ ムへの移行に注意が必要な

学生について個別の履修相談を 確実に行

う 。  

 

 

・ 神戸市看護大学における LGBTs 等性自認及び性志向を 理由と し

た差別禁止及び解消に関する 基本理念と それに基づく 基本的な

仕組みと し て、 窓口を ホームページに掲出し た（ 相談件数は 0

件）。  

・ LGBTs 等性自認及び性志向の理解を 深めるため、全教職員対象に

「 LGBTs の学生・ 教職員の存在を認識し た大学の取り 組み( 講師：

日高庸晴氏) 」について FD研修会を 開催し 、67 名が参加し 89. 1%

が LGBTs について理解でき た、93. 5%が学生への対応に参考にな

っ たと 回答し た。  

・ LGBTs 等に優し い環境整備に関するワーキングを 学生に依頼し 、

学生から 提出さ れた「 多様な性、多様な身体的特徴の配慮に関す

る提案」 に基づき 、 運営調整会議で LGBTs 等に優し い大学環境

の改善について検討し た。  

・ 合理的配慮を 求める学生が支援を 得ら れる よう に年５ 回の申請

期間を 設ける と と も に、「 実習で学修支援の必要な学生への支援

のための情報交換会」 を 10 月 29 日、 12 月 24 日に開催し 、 教員

間で支援方法等を 密に情報共有し ながら 、 継続的な学習支援を

行っ た。  

【 実績】  

  ・ ２ 回開催 

 

・ 前期、 後期のガイ ダンスでは、Moodl e や Zoomを 用いてガイ ダン

スを 実施し た。実施後、学生の履修漏れや実習準備等も スムーズ

であり 、 学生から は Moodl e を 活用する こ と でいつでも 見れる

と 、 肯定的な評価があり 、 効果的なガイ ダンスと なっ た。  

・ 現在、休学中の学生、留年生を把握し 、新カ リ キュ ラ ムの移行に

際し 、 不利益を被ら ないよう 科目の読み替え表を 作成し た。  
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法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

③学生により 近い立場での相談者と し

て、 学生メ ンタ ー制度を設ける。  

 

 

 

 

 

 

 

・ 2020 年度コ ロナ禍で中止になっ た学年ごと の

合同ク ラ ス会や、 学生自治会と 連携し た新入

生歓迎会を 開催し 、 履修や学生生活に関する

上級生から の助言が得ら れるよう にする。  

 

・ 学生メ ン タ ー制度に関する ニーズ調査を 行

い、 運営方法について検討する。  

 

 

・ 前期のガイ ダンスの際に、合同ク ラ ス会を 開催し 、下級生は上級

生から 履修や学生生活についての情報を 得た。  

・ 学生自治会と 連携し 、 新入生歓迎会を４ 月 23 日にホールで感染

防止対策を 行っ た上で開催し 、 126 名( 学生自治会、 サーク ル含

む) が参加し 、 大学での学生活動についての情報を 得た。  

・ 学生生活調査にメ ンタ ー制度に関する 項目を 入れて調査し た結

果、 相談でき る 上級生や大学院生がいれば活用し たいと 回答し

た学生が 92. 4％であっ たため、 同制度の導入に向けて、 運用方

法について検討し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④大学院における 学修に関し て、 研究

指導教員を 中心に、 複数の教員が相

互に連携し て継続的な相談・ 指導に

当たると と も に、 同じ 専門分野で複

数の学生と 教員がディ スカ ッ ショ ン

し ながら 学ぶ体制を 整備する 。  

 

 

 

 

 

 

・ 2020 年度計画がコ ロナ禍で実施でき なかっ た

ため、 他大学の院生や本学修了生、 実習病院

の指導者などと 連携し 、 事例検討会や勉強会

を おこ ない、 グループダイ ナミ ク スを 活用し

た学びを 提供する。  

 

 

・ 各分野の教員と 連携し 、 他大学の大学院と の

単位互換制度を実現でき るよう にする。  

・ 副指導教員や授業担当者等の複数の教員から

相談・ 指導が得ら れる体制を 継続する。  

 

・ 兵庫県立大学の大学院博士前期課程の院生で、 本学の大学院科

目の聴講を 希望する 者には、 聴講可能科目を 案内し て聴講でき

る よ う に兵庫県立大学の大学院研究科長と 相談を し 、 実現可能

な方法を検討し た。事例検討会は各分野において修了生、他大学

の院生を含めてオンラ イ ン形式で継続的に実施し ている。  

・ 助産実践コ ースでは、 同志社女子大学の大学院生と 合同講義を

行い、 グループダイ ナミ ッ ク スを用いた学びを提供し た。  

 

 

・ 複数の教員指導体制は、 後期課程では研究報告交流会や研究計

画書発表会、 予備審査報告会などで他の多く の教員から の指導

を 得るこ と が出来る体制が整備さ れている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤自治会、 ク ラ ブ活動、 大学祭、 ボラ

ン ティ アなど学生が行う 自主的な課

外活動に対し て、 メ ンタ ーと なる教

員や院生を 配置する。  

 

 

 

 

 

 

・ コ ロナ禍においても 学生自治会、 ク ラ ブ活動

等の自主的な課外活動ができ るよう 、 後援会

と 連携し ながら 支援を 検討する。  

 

 

 

 

 

・ 各活動に、 メ ンタ ーと なる教員や院生が配置

でき ているかどう か調査する。  

・ 新型コ ロ ナウイ ルス感染拡大によ り 、 まん延防止重点措置や緊

急事態宣言が発令さ れ、課外活動は、原則禁止の期間が長く 続い

たが、その合間に感染対策を 十分行いつつ、ク ラ ブ活動が自主的

にでき るよ う に支援し 、 その成果を 学園祭で披露する こ と がで

き た。学園祭の開催にあたっ ては、新型コ ロ ナ感染症のまん延に

より 、 日程を ５ 月 22 日（ 土） から ７ 月３ 日（ 土） に変更し 、 開

催でき た。 後援会と 連携し ながら 例年よ り 少し 多い参加者が得

ら れた。  

・ 活動はほと んどでき ていないク ラ ブ活動も あるが、 学生自治会

や各ク ラ ブ活動にはメ ンタ ーと なる教員が配置さ れた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥学生の自主学修に適し た図書館及び

実習室等の環境を 整備する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 学生が自主学修を し やすい環境に関する調査

を 行い、 ニーズを 把握し 、 環境整備を 行う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 利用状況や要望を チェ ッ ク し ながら 、 オンラ

イ ン資料を 導入し 、 電子図書については、 学

生の利用状況を精査し 、 その充実を 図る。  

 

 

・ 学部生に学生生活調査を 実施し 、学生の居場所と し て図書館、食

堂、空いている教室が多く 、89％の学生は学習環境に満足し てい

たが、 ネッ ト 環境が悪い、 更衣室（ ロッ カ ールーム） が夏は暑く

冬は寒い、椅子が座り にく い等の意見があっ た。こ の結果を 踏ま

え、 次年度に学内の Wi -Fi 環境を 整備する こ と 、 更衣室にエア

コ ンを 導入するこ と を計画し た。  

・ 大学院生に学生生活調査を 実施し 、 学習環境と し て院生室が狭

く 、他の院生の研究・ 学習の妨げになら ずディ スカ ッ ショ ンがで

き る 場所やリ ラ ッ ク スでき る 場所がないと いう 意見が半数を 占

めていたこ と 、 指導教員と の関係構築で悩んでいる 学生が少数

存在するこ と が明ら かになり 、 調査結果を 研究科委員会で周知

し た。 次年度に対応について検討するこ と と し た。  

・ オン ラ イ ン ジャ ーナルを ５ 月に導入し 、 アク セス数がほぼ順調

に伸びている （ ７ 月 1, 010 件、 ８ 月 540 件、 ９ 月 1, 528 件、 10

月 841 件、 11 月 924 件、 12 月 737 件等） こ と から 、 導入の有効

性が確認さ れた。 2022 年に入っ てから は、 新システムによる利

便性が向上し 、文献資料取り 寄せ申請においては、対面、紙媒体
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法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

による学習と 研究へのサポート が進んだ。  

・ 図書館内に新カ リ キュ ラ ムに対応し た教科書や参考資料を 特別

に配架し 、 関心を 促す工夫を し た。  

・ 図書情報センタ ー委員会内に蔵書充実プロジェ ク ト を 発足さ せ、

特に学部学生の学修に資する 書籍を 看護学の学術的傾向を 関知

し ながら 、 プロジェ ク ト チームで選定を 行っ ている。 ８ 月と 10

月と 年度末の３ 度、 選定・ 購入・ 配架し 、 図書情報センタ ーニュ

ースレ タ ーで周知し た。  

・ 図書館内のキャ レ ル（ ２ 階個別閲覧スペース） の利用促進キャ ン

ペーンと し て、「 私の書斎」 制度の導入を 試みた（ 第１ 期 11 月）。

「 学生の居場所」 と し て図書館設備の利用促進の兆し が見える 。

第 1 期利用者募集３ 名に対し て６ 名の応募、 第２ 期は１ ～２ 月

で４ 名の応募があり 、３ 月４ 月期は応募が少なかっ たが、年５ ～

６ 期の利用者募集を 今後も 行う 。 こ の試みの効果と し てキャ レ

ルの認知度が上がり 、 平常の利用者が増加し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ２ ） 特別な配慮を 要する学生への学

修支援の強化 

①合理的配慮を 求める 学生を はじ め、

障がいのある学生への支援環境を 充

実さ せる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 合理的配慮を求める学生を はじ め、 特別な配

慮を 要する学生を 早期に発見し 、 学修支援が

得ら れるよう に教員間の連携を 強化する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 合理的配慮を 求める学生を はじ め、 学修支援の必要な学生が支

援を 得ら れる よう に「 実習等で学修支援の必要な学生への支援

のための情報交換会」 を ２ 回開催し 、 実習での学修支援が必要

な学生を支援するため、 学生の特徴や対応の工夫についての情

報交換を行っ た。  

・ 学修支援が必要な学生が合理的配慮を 得ら れるよ う に、 ク ラ ス

担任、 保健室、 科目担当者から 学生に声を かけ、 情報提供を 行

い、 支援が得ら れるよう にし た。  

・ 合理的配慮を 求める学生に実施し た支援内容を 修学等支援委員

会で評価し 、 適切であっ たこ と を確認し た。  

 

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 年度計画を 順調に実施し

ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②留年生や休学を 希望する学生、 成績

不振な学生を 早期あるいは予防的に

対応でき るよう に、 指導体制を 充実

さ せる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 再履修生、 通算または各学期 GPA2. 4 未満の

学生に対し 、 担任が学習状況を 把握し 、 指導

を 行う 。  

・ 欠席日数が３ 日以上の学生について、 科目担

当者、 担任、 指導教員が状況を 共有し 、 指

導・ 支援につなげる。  

【 数値目標】  

・ 対前年比での療養や進路熟考以外の理由

による休学者数の減少又は維持（ 学部・

大学院）  

・ 新カ リ キュ ラ ムにおいて、 実習の再履修がで

き やすい科目配置と する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 再履修生、 通算又は各学期 GPA2. 4 未満の学生に対し 、 担任が学

習状況を把握し 、 指導を 行っ た。  

 

・ 同一科目での欠席が２ 回以上の学生について、 科目担当者、 担

任が状況を 共有し 、 指導・ 支援につなげた。  

【 実績】  

・ 休学者 １ 名 

 ・ う ち、 療養や進路熟考以外の休学者 ０ 名 

 （ 対前年比 △１ 名）  

 

・ ３ 年生の各看護学実習については、 ４ 年生後期の必修科目を 集

中開講にする こ と により 対応可能である。 １ 年生、 ２ 年生、 ４

年生の地元創成看護学実習Ⅰ・ Ⅱは年１ 回（ ９ 月） 開講で、 各

看護学実習と 時期が重なっ ていないため再履修と なっ た場合も

翌年に履修でき るよう な配置と し た。  
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法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

③大学院における、 休・ 退学の可能性

がある学生の状況を 把握し 、 研究指

導教員と 連携し た支援を行う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 博士後期課程では進捗状況報告会を 年２ 回に

増やし て、 履修に関する進捗状況や休学、 退

学の可能性がある学生の状況を 把握し 、 研究

指導教員と 連携し た支援を 強化する。  

 

 

 

 

 

 

 

・ 博士前期課程においても 、 博士後期課程と 同

様の報告会の機会を も ち、 課題のある院生を

把握し 、 解決の方向性を 研究科全体で検討で

き るよう にする。  

 

・ 博士後期課程の担当教員によ る進捗状況報告会を ９ 月に１ 回実

施し 、全院生の状況把握を 行っ た。今年度は３ 月にも ２ 回目の進

捗状況報告会を 実施し 、 ９ 月以降の進捗状況の確認と 今後の計

画について把握する と と も に、 指導教員間で指導上で困っ てい

る こ と を 共有し 、 解決の方向性について話し 合う 機会と する こ

と ができ た。  

【 実績】  

・ 休学者 ６ 名 

 ・ う ち、療養や進路熟考以外の休学者 ６ 名（ 新型コ ロナウイ

ルスの影響による休学者３ 名含む）  

  （ 対前年比 △６ 名）  

・ 博士前期課程の進捗状況報告会は９ 月には実施し ておら ず、 ３

月の博士後期課程の進捗状況報告会実施時に、 前期課程の大学

院生で予定修了より 延長し ている大学院生についても 進捗状況

報告を 実施し た。その結果、院生の状況を 把握し 必要な支援の有

無などを確認でき 、 円滑な修了に向けての示唆が得ら れた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ３ ） 生活面、 健康面及び経済面の支

援 

①教員、 職員、 保健室職員、 カ ウンセ

ラ ーなど多職種によ る生活面・ 健康

面の支援体制を 充実さ せる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 学生に対する経済的な支援と し て、 こ れまで

の制度に加えて、 新たな支援に関する情報を

提供すると 共に、 学生支援基金の活用方法に

ついて検討する。  

・ コ ロナ禍における学生の生活面、 健康面、 経

済面への影響と 支援ニーズを 把握でき るよう

に、 学生生活調査を 実施し 、 支援につなげ

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 学生への経済的支援と し て、日本学生支援機構奨学金、学生支援

緊急給付金、市民病院機構の修学資金貸与制度やその他の奨学金

制度の情報を 迅速にいちかん掲示板を 通し て提供し 、該当する学

生への支援を 行っ た。  

・ 高等教育修学支援新制度に基づく 支援に加え、 制度の対象外の

学生への経済面の支援を継続し て行っ た。  

・ ク ラ ス担任に新型コ ロナウイ ルス感染拡大による学生の生活面、

健康面、経済面への影響についての把握を 依頼し 、支援につなげ

た。  

・ 緊急事態宣言継続中の学生生活について調査を 実施し 、 オン ラ

イ ン 授業を 受ける 際に、 困っ ている者が 17％いた。 主なも のは、

ネッ ト ワーク 接続が不安定になり 、授業から 離脱する などオンラ

イ ン 授業の通信に関するこ と 、授業資料の印刷に関する負担等で

あっ た。 諸事情により 、 希望する学生には、 大学でオン ラ イ ン授

業を 受けるこ と を 許可し た。学費や生活費に困窮し ている状況が

ある と 回答し た学生が 17％と 前年より 増えていたため、 外部か

ら の寄付など必要な学生に経済的支援が届く よ う に個別に対応

し た。 また、 臨地実習のある２ 年生、 ３ 年生に学生支援基金を 活

用し てイ ンフ ルエンザワク チン接種のために 3､000 円の補助を

行っ た。  

・ コ ロナ禍における学生の生活面、健康面、経済面への影響と 支援

ニーズを把握でき るよう に、学生生活調査を実施し た。その結果、

生活リ ズムの乱れや運動不足、６ 割以上の学生に何ら かの身体的

症状や心の不安定さ があっ たこ と から 、保健室だより や学生部長

から のメ ッ セージを 発信し 、新型コ ロナウイ ルス感染拡大に伴う

生活管理について注意喚起を 行っ た。  

 

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 年度計画を 順調に実施し

ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②同窓会や後援会等と 連携し 「 学生支

援基金」 の創設を 検討する。  

 

 

・ 経済的に困窮し ている学生の状況を 把握し 、

「 学生支援基金」 を 活用し た経済支援を実施

する。  

 

・ 臨地実習のある ２ 年生、 ３ 年生に学生支援基金を 活用し てイ ン

フ ルエンザワク チン接種のために 3, 000 円の補助を 行っ た。  
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法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

（ ４ ） 就職・ キャ リ ア支援 

①看護師・ 保健師・ 助産師の国家試験

において合格率 100％を達成する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ コ ロナ禍において各職種の模擬試験が円滑に

実施で き る よ う に試験会場の提供や学習場

所の提供を 引き 続き 行う 。  

・ 担任は 10 月以降の模試結果Ｃ 判定以下の学

生の学習状況を確認し 、 学習方法や学習に集

中でき る環境を引き 続き 整える。   

【 数値目標】  

 ・ 国家試験の模擬試験を 全員が１ 回以上

受ける。  

・ 引き 続き 、 看護師・ 保健師・ 助産師国家

試験合格率は、 大学卒業者の全国平均合

格率を 上回る 。  

 

 

・ 引き 続き 、 就職ガイ ダンス等の機会に、 主と

し て３ 年生を 対象に４ 年生や卒業生から 国

家試験対策に関する 体験談を 聞く 機会を 設

定する。  

 

 

・ コ ロナ禍において各職種の模擬試験が円滑に実施でき るよう に

試験会場や学習場所の提供を 行っ た。  

 

・ ４ 年生の担任に国家試験模擬試験の結果を 配布すると と も に、

担任から Ｃ 判定以下（ 特にＤ 判定） の学生の学習状況を 確認

し 、 学習支援を行っ た。  

・ 国家試験の説明会の際に、 模擬試験を 受ける必要性を 説明し 、

全員が１ 回以上受けるよう に促し た。  

【 実績】  

  ・ 国家試験の模擬試験を 全員が１ 回以上 

【 国家試験合格率】  

・ 看護師 98. 9％（ 全国新卒平均 96. 5％）、 保健師 100％（ 全国

新卒平均 93. 0％）、助産師 100％（ 全国新卒平均 99. 7％） で、

大学卒業者の全国平均合格率を 上回っ た。  

・ 12 月 21 日に３ 年生を対象に就職・ 進路ガイ ダンスを 実施し 、

８ 病院・ 施設の看護管理者の出席のも と 、 卒業生や４ 年生から

就職活動の取り 組み、 国家試験対策に関する体験談を 聞く 機会

を 設定し た。 対象者 107 名のう ち、 84 名が参加し た。 実施後の

アンケート では、 98％が「 参考になっ た」 と 回答し た。  

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 年度計画を 順調に実施し

ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②学生のキャ リ ア発達に資する活動を

計画的に実施すると と も に、 キャ リ

ア支援室を 通じ て学生が主体的に進

路を 決定でき るよう 支援する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ コ ロナ禍で臨地実習やイ ンタ ーンシッ プ等が

減っ ている中、 学生の進路相談に関し て適切

に情報提供でき るよう 、 資料コ ーナー等の環

境整備を 行う と と も に、 オリ エンテーショ ン

等でのキャ リ ア支援室の一層の周知方法、 就

活に関する情報発信方法、 キャ リ ア面談の予

約方法や面談方法、 就職ガイ ダンスの開催時

期を 検討する。  

 

 

 

・ 卒業生の職場訪問を計画的に行い、 働く 環境

等病院情報を 収集すると と も に、 卒業生に対

する効果的な支援方法を検討する。  

 

 

 

 

 

・ 修学支援が必要な学生の進路の適性について

は、 担任と 情報共有し ながら 進路支援につな

げる。  

【 数値目標】  

・ 希望者の就職、 進学の内定が 100％を 達

成する。  

 

 

 

・ キャ リ ア資料コ ーナーを 学生が立ち 寄り やすい更衣室がある 南

館１ 階に移動し た。目的の病院の資料を 手に取り やすいよう 、資

料の整理方法を見直し 、 順次フ ァ イ ル式に変更し ている。  

・ キャ リ ア支援室の説明や面談予約方法についてパン フ レ ッ ト を

作成し て進路ガイ ダンスで配布し た。  

・ キャ リ ア支援室対応件数は 602 件（ 前年度 318 件）  

・ 学内入構が制限さ れていた時期にも 積極的にオン ラ イ ンを 活用

し て面談を 実施し た。  

・ 就職活動の時期が前倒し になっ ている こ と から 、 次年度の就職

ガイ ダンス開催時期を ３ 年生が分野別実習に行く 前に計画する

こ と と し た。  

・ 11 月～12 月初めのコ ロナ感染症が減少し た時期に、 卒業生が働

く 病院（ 市民病院群を 含む６ 病院） へ訪問し 、看護管理者と 面談

し た。卒業生の成長や教育体制、臨床から の要望等聞く 機会と な

っ た。  

・ 神戸市民病院機構へ特別推薦で就職予定の学生と ９ 月から 面談

を 行っ た。 2022 年４ 月の採用までに準備すべき こ と や、 看護師

と し て必要と さ れる 社会人基礎力について、 パンフ レ ッ ト を 作

成し て説明し た。  

・ 修学支援が必要な学生の情報は、 修学等支援委員会や実習連絡

会で情報を 共有し 、 本人と 一緒に進路を 決定し た。  

・ 96 名中就職進学希望学生は 94 名（ 97. 9％） で、 94 名全員から

進路内定報告があっ た（ ２ 名は就職希望なし ）。  
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法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

③卒業生の市内就職の促進を 図る た

め、 神戸市民病院機構への看護学生

修学資金貸与制度の拡充の働き かけ

など、 市内受験生や市内就職者に対

するイ ンセンティ ブを検討する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 神戸市民病院機構と 連絡調整を 引き 続き 行

い、 就職内定・ 奨学金制度の紹介など就職に

繋がるよう に支援を 行う 。  

 

 

・ 採用試験情報のほか、 教育体制、 福利厚生等

の情報収集を 行い、 学生へ積極的に情報提供

する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 卒業生の市内就職の促進を 図るため、 神戸市民病院機構と の連

携により 、神戸市民病院機構職員採用の 30 名の特別推薦枠を い

ただき 、 47 名の応募があっ た。 そのため、 特別推薦の希望者全

員と 面談を 行っ た上で、 GPA2. 4 以上を 基準と し て 37 名( 看護師

35 名、 助産師２ 名) を推薦し 、 全員の就職内定が得ら れた。  

・ 12 月 21 日に３ 年生を対象に就職・ 進路ガイ ダンスを 実施し 、 ８

病院施設の看護管理者の出席のも と 、 卒業生や４ 年生から 就職

活動の取り 組み、 国家試験対策に関する 体験談を 聞く 機会を 設

定し た。 ３ 年生 107 名中 84 名が参加し 、 実施後のアンケート で

は、「 参考になっ た」「 まあ参考になっ た」 を 合わせて 98％であ 

っ た。 先輩の経験談は、「 参考になっ た」「 まあ参考になっ た」 を

合わせて 100％であっ た。 施設に分かれての説明会については、 

「 と ても よかっ た」 と 「 まあよかっ た」 を 合わせて 91. 7％であっ

た。  

 ・ 採用試験情報のほか、 教育体制、 福利厚生等の情報収集を 行い、

学生へ積極的に情報提供し た。  

・ 2022 年度以降の卒業生で卒業後直ちに市内医療機関等に就職し

た者に対し て奨励金（ 141 千円） を支給する制度の実施に向けた

検討を 始めた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④卒業生・ 修了生および地域の看護職

にも 対応でき る教育・ 研修プログラ

ムの開発など生涯にわたるキャ リ ア

開発支援を 行う ため、 シミ ュ レ ーシ

ョ ンセンタ ーの活用も 含めた生涯学

習センタ ーの設置を 検討する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 学内にシミ ュ レ ーショ ン施設・ 機器を 統括す

る体制を つく り 、 シミ ュ レ ーショ ンルームの

機器、 物品の把握、 管理を 行い、 卒業生や修

了生およ び地域の看護職にも 活用で き る よ

う 運用について検討する。  

・ 卒業後の保健師の質向上を 目指す研修を 行う

ほか、 こ れから の卒後教育、 特に新人教育を

検討、 実施する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 卒業生・ 修了生の卒業後の実態やニーズ調査

結果を 分析し 、 卒業生・ 修了生のキャ リ ア開

発支援の方向性を 検討する。  

 

 

 

 

 

・ いち かんダイ バーシティ 看護開発セン タ ーにて、 シミ ュ レ ーシ

ョ ン施設の担当を 行う こ と を 決定し た。  

・ 文部科学省の「 ウイ ズコ ロ ナ時代の新たな医療に対応でき る 医

療人材養成事業」 に応募し 、採択さ れた。導入に向けて学内でプ

ロジェ ク ト チームを 立ち上げた。  

・ 2021 年度に立ち 上げた保健師キャ リ ア支援センタ ーにおいて、

兵庫県内保健師の質向上に向けて、 各種研修を企画実施し た。  

新任期研修 144 名、 プリ セプタ ー保健師研修 55 名、 統括保健師

研修３ 名の参加を 得た。 また新型コ ロ ナウイ ルス感染症に関す

る映画上映会を行い本学教職員・ 学生およ び県下大学教員・ 学生

や保健師 95 名の参加を得た。  

・ 保健師キャ リ ア相談は 14 件であっ た。 また、 県下保健師の能力

評価指標の分析を 行い、人材育成上の課題を 把握し 、保健師キャ

リ ア支援セン タ ー運営協議会で共有し ている 。 保健師キャ リ ア

支援センタ ーホームぺージを 開設し 、 研修情報等も 随時更新し

ている。初年度には、保健師キャ リ ア支援センタ ーが県下の保健

師のキャ リ ア開発に寄与する基盤体制を 構築し た。  

・ 公衆衛生看護分野においては、 保健師課程修了生のメ ーリ ン グ

リ スト を作成し 、保健師募集情報を 連絡するほか、７ 月には昨年

度３ 月卒業し 保健師就職を し た者については、 教員と の座談会

及び現３ 、 ４ 年生と の交流会を 開催し た。  

・ 神戸市の各保健センタ ー新人保健師に対する家庭訪問の技術的

指導を いち かんダイ バーシティ 看護開発セン タ ーの特任講師に

より 実施し ている。  

・ 卒業生、修了生の卒業後の実態やニーズ調査では、1, 000 名中 277

名( 22. 7％) の回答があり 、 現在のキャ リ ア支援に満足が得ら れ

ていない者が 43. 1％おり 、 研修の機会が少ない、 研修の場がな

い、 学びたい分野の研修がないこ と やオン ラ イ ン研修のニーズ

が高いこ と が分かっ た。また、大学院への進学を希望する者も 一
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法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定数いるが、英語のハード ルがあるこ と 、社会人入学で学びたい

者が多いこ と がわかり 、 支援について検討するこ と と し た。  
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第３  学術研究、 地域貢献活動、 国際交流の推進等による、 大学ブラ ンド の確立 

自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

１  地域課題の解決や健康創造都市戦

略等を 担う 、 学術研究の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸市看護大学は、 阪神・ 淡路大震災の翌

年に開学し 、地元の復旧・ 復興と と も に歩み、

地域に根ざし た教育・ 研究・ 地域連携活動を

行っ てき た。 また、 2019 年に法人化し 、 教育

研究活動の成果を 地域社会に還元する こ と

を 目標に掲げ、 新たなスタ ート を切っ た。 こ

れまでの成果を基盤と し 、 組織横断的に、 こ

の目標を達成するために、 その中核機関と し

て、 いちかんダイ バーシティ 看護開発センタ

ーを 設置し 、 地域連携、 生涯教育、 国際交流、

及び産官学連携、 防災・ 減災支援を ５ つの柱

と し て、 多様な地域社会の中で、 地元創成看

護を 実装し ていく 。（ 詳細は、 別添「 神戸市看

護大学いち かんダイ バーシ テ ィ 看護開発セ

ンタ ー構想」 参照）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ １ ） 神戸市と 地域に貢献する研究の

推進 

①認知症神戸モデルや健康創造都市を

はじ めと する神戸市の政策課題に関

する情報交換と 検討の場を 設置し 、

政策に寄与する研究の推進を 図る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 神戸市と の情報交換を適宜実施し 、 先行的な

予防策と し て、 I CT（ オンラ イ ンナーシング）

を 活用し た、 相談事業、 慢性疾患管理、 多職

種連携シ ステ ム構築支援のモ デル事業を 展

開し 、 政策に寄与する研究を 推進する と と も

に、 研究成果を公開する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 神戸市の下記の委託事業（「 コ ロナ禍を 契機と し た健康問題の増

加への先行的対策事業」） については、 神戸市と 適宜情報交換・

報告を し ている。  

・「 オンラ イ ン看護相談」 について、 オンラ イ ン相談システムを構

築し 、 2021 年 12 月 13 日より 開始し 、 12 人、 延べ 14 件の相談

に応じ た。相談後のアンケート 調査では、回答者全員が満足し た

と 評価をし ている。 相談者の年齢、 性別、 居住区、 相談内容につ

いて分析を 行い、 政策提言を 行っ た。  

・「 オンラ イ ン慢性疾患管理」 について、 疾患管理アプリ を 用いた

慢性疾患の重症化予防プロ グラ ムを 開発し た。 プロ グラ ム実施

開始予定時期にコ ロ ナの感染拡大によ り 医療機関及び患者のリ

ク ルート を 開始でき なかっ た。  

・「 多職種連携システム構築支援」 について、 病院５ 件、 訪問看

護ステーショ ン７ 件にヒ アリ ングを 行っ た。 文献検討では、 自

施設内の退院カ ンフ ァ レ ンスや退院指導への I CT の活用に関す

る実践報告は数件みら れたが、 多職種による退院時共同指導に

関する報告はみら れなかっ た。  

・「 神戸市の COVI D-19 第４ 波時の訪問看護ステーショ ン状況と 関

連要因の調査」 では、 神戸市西部の地区で「 ZOOM などのオン

ラ イ ンによる退院前カ ンフ ァ レ ンスが増えた」 と 回答する訪問

看護ステーショ ン があっ た。  

・ 以上の事業について、 2021 年度末に神戸市に実績報告と 政策提

言を 行っ た。  

・ 2020 年度に兵庫県の「 ポスト コ ロナ社会の具体化に向けた調査

検討費補助事業」 費用を獲得し て実施し た研究「 新型コ ロナウ

イ ルス感染症拡大による住民の健康状態に関する調査」、「 新型

コ ロ ナウイ ルス感染症流行下における兵庫県内保健師等の活動 

 

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 年度計画を 順調に実施し

ている 。  
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自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

 

 

 

 

 

 

状況・ 教育研修ニーズに関する調査」、「 訪問看護ステーショ ン 

の COVI D-19 感染対策の現状と I CT を と り 入れた研修と の関連」

について、 2021 年度に計８ 件の学会発表を 行っ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②産官学と の連携に関する窓口を 設置

し 、 医療産業都市や健康創造都市に

参画する民間企業と の連携により 、

国の科学研究費や民間資金等を 活用

し ながら 、 地域の課題解決に寄与す

る 共同研究等の推進を図る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・  “ 地域課題” への対応を テーマと し て、本学、

市民、 行政が一体と なっ たネッ ト ワーク づく

り に関する 研究課題を 明ら かにし な がら 、

「 大学によ る 地方創生人材教育プ ロ グラ ム

構築事業」 など、 国の競争的科学技術予算関

連研究費や地域創生交付金事業、 県や市の助

成金に関する情報収集を継続し て行い、 可能

なも のから 申請、 実行する。  

・ 研究費応募に向けて医療産業都市や健康創造

都市に参画する 民間企業と の連携を 引き 続

き 検討すると と も に、 オン ラ イ ン診療・ 疾患

管理シ ステ ムを 提供する 企業等と の連携を

検討し て計画を立て、 研究を 実施する。  

 

 

 

 

・ コ ロナ禍のなかで 2021 年に開設し た「 いちかんダイ バーシティ

看護開発セン タ ー」 が中核と なっ て神戸市と 話し 合いを 重ね、コ

ロ ナ禍における 住民への健康支援など重点事業を 提案し 、 委託

を 受けて事業を行っ た。また、神戸市と 協議し て保健師のリ カ レ

ン ト 教育に関連する 事業を 兵庫県の「 地域医療介護総合確保基

金事業」 に提案し 委託を 受けて、 2021 年度は兵庫県保健師キャ

リ ア支援セン タ ー運営事業を 実行し ている。  

・ 医療産業都市や健康創造都市に参画し ている民間事業者である

株式会社 T-I CU と 、 包括的な連携のも と 、 本学のク リ ティ カ ル

ケア分野の教員が中心になっ て海外の看護リ ーダーの育成を 通

し て医療の発展に寄与する ため、 連携に関する 協定の締結に向

けて準備を 進めた。  

・ コ ロ ナ禍の住民への健康支援と し て、 神戸市の委託事業におい

てオンラ イ ン 看護相談、 オンラ イ ン慢性疾患管理、「 地域包括ケ

アシステム」 を支える専門職・ 事業者への支援を 行っ た。  

・ オン ラ イ ン 診療・ 疾患管理システムを 提供する企業と 委託契約

を 結んだ。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③共同研究費を活用し 、 地域の課題解

決に寄与する教員の研究活動や、 臨

床研究中核病院を 目指す中央市民病

院等と の臨床共同研究を推進する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ コ ロナ禍の影響により 繰越と なっ た共同研究

を 引き 続き 進める。  

 

 

・ 臨床共同研究のテーマ募集を 、 例年（ 夏季）

より 早期（ ５ 月頃） から 開始し 、 応募を 促進

する。  

【 数値目標】  

・ 前年度１ 件であっ た新たなテーマ応募件

数を ３ 件以上と する 。  

・ 年度末の臨床共同研究、 共同研究の応募

件数が総数６ 件以上・ 申請総額が助成予

算額の 80％以上。  

・ 2019 年度までに助成を受けた研究の実績

報告書の提出が 100％。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ コ ロナ禍の影響により 研究の実施が難し かっ た 2020 年度研究課

題に対し 、 予算の繰越を 認め、 研究を 継続でき る環境を 整えた。 

また、 2021 年度の課題においても 予算の繰越を認め、 研究推進

のための柔軟な対応ができ た。  

・ 実習施設に対し 、コ ロナ禍の影響も 考慮し 、臨床共同研究のテー

マ募集を６ 月に行い、 10 月に臨床共同研究募集を 行っ た。 学内

向けにも 、共同研究の案内チラ シを 作成し 、全教員への周知を 徹

底し た。  

 また、 共同研究の応募件数増加へ向けて、 各分野の教授に意見

を 伺い、改善点について確認し 、来年度は、改善へ向けて検討し

ていく こ と と し た。  

・ 共同研究応募要項、様式の見直し を 行っ た。また、申請者向けフ

ロ ーチャ ート を 作成し 、 申請から 実績報告までの流れを 示すな

ど、申請者にと っ て申請し やすい様式を 整え、申請数増加に努め

た。  

【 実績】  

・ 臨床共同研究のテーマ応募件数 １ 件 （ 目標３ 件）  

・ 共同研究の応募件数 ５ 件 （ 目標６ 件）  

・ 申請総額が助成予算額の 79. 5％ （ 目標 80％）  

・ 2019 年度の実績報告    100％ （ 目標 100％）  
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自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

（ ２ ） 研究活動推進のための支援 

①科学研究費等を 活用し た研究や学外

諸機関と の共同研究など全学的な研

究活動を 推進するため、 研究計画の

立案や書類作成、 進捗・ 成果管理、

研究費の適正な執行等を 支援する研

究支援センタ ーの設置を検討する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 科学研究費の獲得を 推進するため、「 科研獲得

プロジェ ク ト 」 を 発足し 、 審査経験者による

講演、 応募予定者の申請書作成支援を 行う 。  

・ 研究費マニュ アルなら びに財務会計システム

の活用状況を 把握し 、 各々の改善に向けた課

題を 整理し 改善策を 提言する。  

【 数値目標】  

・ 2021 年度科学研究費新規採択率 43％ 

・ 2022 年度科学研究費新規申請率 75％ 

 

 

 

 

 

・ 科研獲得プロジェ ク ト Ⅰは、 査読経験者による講演を ２ 回実施

し 、 延べ 60 名が参加し た。 アンケート の結果は「 満足し た・

参考になっ た」 が 100％であっ た。  

・ 科研獲得プロジェ ク ト Ⅱは、 st ep１ と ２ に分けて企画し た。  

st ep１ では、 ８ 人の応募予定者に対し てグループディ スカ ッ シ

ョ ンを 実施し 、 st ep２ では、 個別支援の仕組みを 構築し 、 １ 名

が活用し た。  

・ 今年度実施し た「 研究環境整備・ 研究活動支援に関する調査」 で

改善点を明ら かにし た。 研究費執行マニュ アルの改訂および研究 

環境改善に向けて具体的に活動を進めていく こ と と し た。  

【 実績】  

・ 2021 年度科学研究費新規採択率 21. 1％ （ 目標 43％）  

・ 2022 年度科学研究費新規申請率  68％ （ 目標 75％）  

 

Ｂ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 科学研究費にかかる数値

目標が達成でき ていな

い。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②教員間の研究交流の場や機会を 拡

充、 研究文化の醸成を図る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「 第６ 回いちかん Resear ch Gal l er y」 を開催

し 、大学院生・ 学部生の成果発表を 促進する 。 

【 数値目標】  

・「 第６ 回いちかん Resear ch Gal l er y」 へ

の、 学生（ 学部学生・ 大学院生） の研究

ポスタ ーの掲示が３ 件以上。 参加者の満

足度が 85％以上。  

・ 教員間の研究交流のための「 ラ ンチョ ンセミ

ナー」 を 、 多く の教員が参加し やすいよう に

従来の対面型だけでなく 、 オンラ イ ン形式を

積極的に取り 入れ実施する。  

【 数値目標】  

・ オン ラ イ ン も 含めて 年３ 回以上開催す

る 。  

・ いちかん Resear ch Gal l er y を 12 月から 開催し 、 28 件のポスタ

ーを 西館の２ 階・ ３ 階に掲載し た。教員や学生の研究活動を 幅広

く 紹介するこ と で、 研究交流を 促進し た。  

【 実績】  

・ 学生の研究ポスタ ー９ 件（ 目標３ 件）  

・ 満足度 95％（ 目標 85％）  

 

・ 教員間の研究交流のための「 ラ ンチョ ンセミ ナー」 を、オンラ イ

ン形式で開催し た。  

【 実績】  

・ ３ 回実施（ 目標 年３ 回以上）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ３ ） 研究倫理の確保 

①倫理委員会と 研究支援担当部門が連

携し 、 法令遵守や研究倫理の普及、

利益相反を 含む研究不正防止の推進

に向けた活動を 行う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 研究倫理の周知徹底のため、 研究倫理講習会

を 年１ 回以上施行する。  

【 数値目標】  

・ 倫理講習会の開催（ １ 回以上／年を 目標

と する）  

・ 研究教育倫理 e ラ ーニング( eAPRI N) の受講お

よび更新について周知徹底する。  

 

 

 

 

 

・ 公的研究費の不正防止対策のためのコ ンプラ

イ ア ン ス研修を 教職員全員が受講で き る よ

う に工夫する。  

・ 公的研究費の執行にかかわるアルバイ ト 要員

にも コ ン プ ラ イ ア ン ス研修の受講を 義務づ

ける。  

 

 

・ ９ 月 17 日に、 教職員および大学院生を 対象と し た倫理講習会を

オンラ イ ンで実施し 、 研究倫理についての理解を 深めた。  

 研究倫理講習会後にはアン ケート を 実施し 、 受講者の理解度に

ついても 確認し た。  

 

・ 研究倫理教育 e ラ ーニング（ eAPRI N） の受講および更新につい

て周知徹底を 行い、 中途採用の教員を 除いて全教員の受講また

は更新を確認し 、 受講率は 100％である。  

【 実績】  

・ 倫理講習会の開催（ ９ 月 17 日開催）  

・ 研究倫理教育 e ラ ーニング（ eAPRI N） の受講率 100％ 

（ 中途採用の教員を 除く ）  

・ 公的研究費の不正防止対策と し て、 ５ 月にコ ンプラ イ アン ス研

修を 実施し た。研修方法を 対面から オンラ イ ンに変更し 、学外で

も 受講でき る よう に環境を 整えた。  

・ 今年度から 、 公的研究費で雇用する アルバイ ト も 受講対象に加

え、研修のレ コ ーディ ング動画をメ ール配信し 、受講し ても ら っ

た。  

 

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 倫理審査における 大学院

生の初回承認率の目標

が未達成であるが、おお

むね計画ど お り の実施

ができ ている。  
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自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 公的研究費が適正に使用さ れているかに関す

るモニタ リ ングの方法について評価し 、 不正

防止対策を 強化する。  

 

 

 

 

 

 

 

・ 利益相反管理に関する細則案を審議会、 理事

会に諮り 、 必要に応じ て修正し 、 運用可能な

も のと する。  

 【 実績】  

  ・ 対象者 教職員 79 名、 アルバイ ト 17 名 

  ・ 受講率 100％ 

・ 文科省が定める「 公的研究費の管理・ 監査のガイ ド ラ イ ン（ 実施

基準）」 改正により 、 内部監査に専門的知識を有する者を 加える

こ と が義務付けら れたこ と を 受け、 学外の公認会計士を モニタ

リ ング実施者に加え、 内部監査を行っ た。  

会計監査の専門家が加わるこ と により 、内部監査のみなら ず、モ

ニタ リ ン グの実施方法についても 評価、 指導を 受けら れる 環境

になっ た。  

また学内委員によ る監査結果で、 年度末に集中し て支出し てい

るケースが見つかっ たため、 計画的に支出するよう 教授会で周 

知し た。  

・ 不正防止計画推進委員会で作成し た利益相反マネジメ ント 規程

案を 運営調整会議で精査し 、 来年度４ 月の教育研究審議会に提

案する準備を 進めた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②倫理委員会において、 教員なら びに

大学院生等の研究に関する倫理審査

を 、 定期的に実施する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 再審査および要確認の割合を 減ら し スムーズ

に研究開始でき るよう に、「 倫理審査申請等

の手順」 およびチェ ッ ク リ スト の効果的活用

について院生を対象に説明会などで周知徹底

する。  

・ 審査依頼手順のまと めを 作成し 、 活用を 実施

する。  

 

 

 

・ 引き 続き 、 申請時の注意点の周知徹底、 チェ

ッ ク リ スト の活用を 通じ 、 数値目標達成を 目

指す。  

【 数値目標】  

・ 倫理講習会の開催（ １ 回以上／年を 目標

と する）  

・ 研究科委員会と 協力し 、 研究計画書（ 院

生） の６ 割が初回で条件付き 承認・ 承認

と なるこ と を 目標と する。  

・「 倫理審査申請等の手順」 および「 チェ ッ ク リ スト 」 につい

て、 随時見直し を 行い修正し た。 また、 ニュ ースレ タ ーを、 全

教員および大学院生へメ ール配信および大学ホームページで周

知し た。  

 

・ コ ロナ禍でイ ンタ ビュ ー方法の変更が予想さ れたため、 対面か

ら オンラ イ ン へのイ ンタ ビュ ー方法の変更について、 倫理審査

の再申請は不要なこ と 、 研究計画書と 依頼文書への加筆内容や

注意点などを 示し た文書を メ ールおよび本学ホームページで周

知し た。  

・ 申請時の注意点やチェ ッ ク リ スト の活用について、 ニュ ースレ

タ ーや倫理講習会で全教員及び大学院生へ周知徹底を 行っ た。  

 また、「 倫理審査申請等の手順」 に倫理審査申請のフ ローチャ

ート を 掲載し 、 申請の流れが分かるよう に工夫し た。  

【 実績】  

・ 倫理講習会の開催（ ９ 月 17 日に開催）  

・ 大学院生の初回承認率 45. 8％ 

（ 24 件中 11 件が条件付承認または承認）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ４ ） 研究成果の発信 

①「 神戸市看護大学紀要」 を はじ め、

学会や学術誌等によ り 、 学内の研究

や教育実践を 幅広く 発信する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 電子媒体を 用いての論文査読の運用を開始す

ると と も に、 問題点の有無や内容を 抽出し て

査読マニュ アルを 改良する。  

 

・ 学会誌等への投稿を 促進するための情報発信

の内容や方法について検討する。  

 

 

 

 

 

 

 

・ 紀要の査読マニュ アルや様式の見直し を 行い、 申請者にと っ て

も 査読者にと っ ても 分かり やすさ を 重視し たマニュ アルへ随時

修正を 行っ た。 また、 大学ホームページから スムーズに紀要論

文の閲覧ができ るよう にアク セス方法を 改修し た。  

・ 第 25 巻の神戸市看護大学紀要を スケジュ ールどおり に発行

し 、 ただちに図書館リ ポジト リ で公開し た。  

・ 研究情報について、 全教員へメ ールで周知を行い、 随時情報発

信を 行っ た。  

・ 従前から 看護学分野をはじ め、 各種学会などにおいての研究成

果発信が行われているが、 2021 年度には、 COVI D-19 感染症拡

大期第４ 波～第５ 波にあたる時期に本学教員により 活発に研究

成果の発信が行われた。 こ れら 本学教員による COVI D-19 に関 

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 年度計画についてはおお

むね順調に 実施さ れた

が、 研究成果へのオープ

ン ア ク セ ス 化拡大の方

向で リ ポ ジ ト リ 運営方

針の改訂を 行っ たため、

同運営に 若干の遅れが

生じ た。 一方、 本学教員

による COVI D-19 に関わ

る研究成果の発信・ 社会

への還元が、2021 年度の

第４ 波以降も 各種メ デ 
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自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連する成果は、 こ の時期だけでも 看護教育を 含む看護学分野全

域から 提出さ れ、 50 本に及ぶ。 学術業績発信はも と より 、 社会

への看護学研究成果に基づく 発信還元は、 新聞等のメ ディ アを

含む様々な形態を と り 、 看護学界のみなら ず、 一般の人々から

のアク セスにも 配慮し 、 多く の場合、 ウェ ブによる電子媒体で

の公開も 工夫さ れている。  

 

 

 

 

 

 

ィ ア を 含む様々な 形態

で 各分野の学会そ の他

を 通し て広く 行われた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②図書情報センタ ーと 広報委員会等が

相互に連携し 、 学内の研究成果のオ

ープンアク セス化を 促進する など、

迅速かつ幅広い情報発信を 行う 。  

 

 

 

 

 

 

・ 本学の運用方針にそっ て、 リ ポジト リ の活用

を 進め、 利便性の検証を行う と と も に、 学内

の学術財産の構築を 図り 、 学内外の利用を更

に促進する。  

 

 

・ 昨今、 顕著になり つつあるリ ポジト リ を 利用

し たオープンサイ エンス（ 素材と し ての学術

データ の一般公開） の促進に関わる問題点を

図書情報センタ ー委員会内で精査し つつ、 指

針を 定める。  

・ リ ポジト リ 運営方針を学内発信の学術情報のオープンアク セス

化を 拡大する 方向で改訂し た（ 11 月）。 特に学内に基盤を置く

出版物で、 紙媒体のみでは散逸する可能性が高い資料を 収める

方途と し て提供し ていく こ と と し た。 改訂にと も なう 態勢構築

（ 申請書式の整備等） を 慎重に行っ たため、 リ ポジト リ 資料受

け入れにやや遅れが生じ ている。  

・ 本学 HPの教員情報欄の更新方法の仕様改善を図り 、 効率的に学

内教員の学術情報を 発信でき るよう に整えた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  市民と の連携・ 交流による、 地域

の保健医療への貢献の推進 

（ １ ） 地域と 連携し た教育研究活動等 

①神戸市医師会や兵庫県看護協会、 神

戸市民間病院協会を はじ めと し た多

職種の団体と の連携により 、 地域の

医療機関、 福祉施設等をフ ィ ールド

と し た地域包括ケアに関する 教育研 

究体制を整備する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 2020 年度に実施し た、 神戸市を はじ め県内の

自治体や包括支援センタ ーで勤務する 保健師

の実情調査を 踏まえ、 自治体や包括支援セン

タ ーと 大学が連携し て、 地域包括ケアに関す

る教育研究体制を 継続し て検討する。    

・ コ ロナ禍における多職種連携システムや人材

育成など地域包括ケアを 支えるための事業を

実施する。  

 

 

 

 

 

 

・ 神戸市を はじ め兵庫県内の訪問看護ステーシ

ョ ンと の連携をも と に、 教育研究拠点と なり

う る体制について継続し て検討する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 神戸市フ レ イ ルチェ ッ ク 会を 神戸市介護保険課およびこ う べ市

民福祉振興協会と 本学が共同で開催( 11 月 25 日) し 、 フ レ イ ル

サポータ ー８ 名の主導のも と 本学保健師課程学生 20 名が協力

し 、 住民参加者９ 人を対象にフ レイ フ チェ ッ ク を実施し た。  

・ コ ロナ禍における地域包括ケアを 担う 専門職の人材育成と し て、

兵庫県下訪問看護ステーショ ン 従事者を 対象と し た「 精神科訪

問看護における GAF 尺度を 用いた精神症状と 社会機能のアセス

メ ント （ 参加者 61 人）」「 訪問看護における「 臨床判断能力」 を

育むためのシミ ュ レ ーショ ン教育＜基礎編＞（ 参加者 60 人）」

「 訪問看護ステーショ ンにおける業務継続計画（ BCP） 作成研修

会（ 兵庫県訪問看護ステーショ ン連絡協議会と 共催）（ 参加者 67

人）」 を 実施し た。研修後アンケート では、「 大変参考になる」「 参

考になる」 が 100%であっ た。  

・ 研修事業の際に、 兵庫県訪問看護ステーショ ン連絡協議会と も

連携し 、共催での実施や研修の情報提供など、拠点と し ての体制

を 整えつつある。  

・ コ ロナ禍における多職種連携の障害と なっ ている 対面の退院前

カ ン フ ァ レ ンスを 、 オンラ イ ンへ移行する システムに関する調

査を 行っ た。 オン ラ イ ン退院調整カ ンフ ァ レ ンスについて病院

５ 件、 訪問看護ステーショ ン ７ 件にヒ アリ ングを行う と と も に

文献検討を 行い、 今後のシステム構築への方向性を 確認し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 年度計画を 順調に実施し

ている 。  

 

・ 計画を し ていなかっ た職

域ワク チン接種および学

生による大規模ワク チン

接種会場への支援活動が

行われ、 地域の新たなニ

ーズに対応でき た。  
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自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

②本学がこ れまで培っ てき た西区や須

磨区の地域団体と の連携や、 地域の

福祉避難所等の災害看護訓練などを

強化すると と も に、 今後、 地域の新

たなニーズへの対応を検討する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 災害や新たな疾病等の健康危機に備え、 災害

時における 福祉避難所の支援など の本学の

役割の検討を 行う 。  

 

  

・ 災害看護における教育・ 研究・ 実践について、

2020 年度に結成し た災害看護チームを 中心

に、 wi th コ ロナ、 af t er コ ロナに焦点を合わ

せた①在日外国人に向けた防災・ 減災に関す

るニーズ調査の検討、 ②感染拡大防止に向け

た保健所や実習病院の活動支援、 ③ワク チン

接種に関する協力等の事業を 行う 。   

 

 

 

 

 

 

・ 神戸市の新型コ ロナウイ ルス感染症軽症者宿

泊療養施設での教育・ 研究・ 実践活動を 継続

し て行う 。   

 

 

 

 

 

・ 災害看護グループにおいて、 災害や新たな疾病等の健康危機に

備え、 災害時における福祉避難所の支援などの本学の役割につ

いて検討し た。  

・ 在日外国人に向けた防災・ 減災に関するニーズ調査について

は、 教員が科研と し て、 在日ヴェ ト ナム人調査を 行っ た。  

・ 2021 年度も 新型コ ロナウイ ルス感染症拡大の第４ 波～第６ 波の

際、 有志教員が保健所の支援を 行っ た。 2021 年度は教員 27 名

と 大学院生２ 名が、 延べ 236 回支援を行っ た。 また兵庫県看護

系大学協議会と 県下大学内における保健所支援の分担について

協議し 、 神戸市保健所の支援について、 本学と 県内３ 大学が支

援調整をおこ なっ た。  

・ 計画にはなかっ たワク チンの職域接種を 神戸市外国語大学と 共

催し て、 本学で実施し 、 両学の学生、 教職員の他、 周辺の大学

の学生・ 教職員、 神戸市の職員等に対し て 5, 887 回のワク チン

を 接種し た。  

・ 神戸市健康局から の依頼を受け、 新型コ ロナウイ ルスワク チン集

団会場の運営支援と し て、 学部生 66 名が会場案内、 会場の介添

え、 予診サポート など５ 月から 11 月まで述べ 968 回出務し た。  

・ 神戸市の新型コ ロナウイ ルス感染症軽症者宿泊療養施設へ有志

大学院生２ 名、 教員４ 名が延べ 40 回出務し ており 、 シフ ト 勤

務内で実践を 行いながら 、 派遣看護師へのオリ エンテーショ

ン・ 教育の役割を 担っ ている。 施設に勤務する看護職を 対象と

し た研究「 新型コ ロナウイ ルス（ COVI D-19） 軽症者療養施設に

従事する看護職者の職務困難感と 心理社会的状態： 探索的混合

研究法」 を 本学教員と 神戸市保健師と が共同研究と し て行い、

結果について学会発表を 行っ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③教育ボラ ンティ アの方々と の連携を

さ ら に強化し 、 学生と 地域住民と の

コ ラ ボ教育を 推進する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「 コ ラ ボ教育学生評価（ 案）」 を作成し 、 コ ラ

ボ教育の各科目について 学生の反応や学習

効果から の評価を 行う 。  

・「 コ ラ ボ教育学生評価（ 案）」 の結果を 、 科目

に協力し た教育ボラ ンティ アへ、 教育ボラ ン

ティ ア交流会や紙面でフ ィ ード バッ ク する。  

・ 教育ボラ ン テ ィ ア 交流会に学生代表も 参画

し 、 教育ボラ ンティ アの本学の教育への意欲

を 高める。  

 

 

 

 

 

 

・ 新カ リ キュ ラ ムに新規科目と する地元創成看

護学実習のフ ィ ールド と し て、 西区を 含む地

域に新たに依頼する。  

 

 

 

 

・ 2021 年度教育ボラ ンティ ア導入授業は、 12 科目予定さ れていた

が、 コ ロナ禍の影響も あり ４ 科目実施し た。「 コ ラ ボ教育学生評

価」 を 作成し 、 ４ 科目で実施し た。  

・「 コ ラ ボ教育学生評価」 は、 年２ 回の教育ボラ ンティ アニュ ース

で教育ボラ ン ティ アへフ ィ ード バッ ク し た。  

 

・ 教育ボラ ンティ ア交流会を 2022 年３ 月２ 日に対面で実施し 、 教

育ボラ ンティ ア 24 名、 教職員 22 名、 学生３ 名が参加し た。 学

生によ るコ ラ ボ教育の意義の発表に対し て、 教育ボラ ン ティ ア

から 、学生の学習に役立つ関わり の重要性などの感想があり 、教

育意欲の向上に結び付けるこ と ができ た。  

・ 健康生活支援学実習において、 西区 10 地区、 須磨区２ 地区の民

生児童委員に協力を いただき 、 各地区８ 名の教育ボラ ン ティ ア

が選出さ れた。各地区の教育ボラ ンティ アには、コ ロナ禍のため

感染予防に留意し て、 オンラ イ ンでの訪問等を実施し た。  

・ 新カ リ キュ ラ ムに新規科目と する 地元創成看護学実習のフ ィ ー

ルド と し て、西区保健福祉部に実習目標等の説明を 行い、協力を

依頼を し た。  
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自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

（ ２ ） 市民と の交流促進 

①地域社会の多様な生涯学習ニーズを

踏まえ、 市民公開講座や参加型の教

育プログラ ムを 提供し 、 研究成果を

積極的に市民へ還元すると と も に神

戸市の政策課題の解決に寄与する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 市民に対する教育プログラ ムの年度計画、 実

施、 効果評価、 次年度計画作成等、 PDCAによ

る継続的な業務の改善を促す。  

・ 学生の主体的な活動、 および研究・ 実践報告

等を 含む地域貢献・ 連携事業の成果につい

て、 地域連携教育・ 研究センタ ー実績報告書

を 発刊し 、 ホームページに実績報告書を掲載

する。  

・ 2020 年度は新型コ ロナ感染症の影響があり 中

止と なっ たため、 教育ボラ ンティ ア交流会や

地域活動の中から 住民のニーズを 抽出し 、 そ

の課題に基づき 市民公開講座を 開催する。  

 

 

 

・ 2020 年度実施の住民調査、 専門職調査の結果

を 踏まえ、 地域社会のニーズを 分析し 、 市民

公開講座や、 参加型の教育プログラ ムの提供

を 計画する。  

 

・ 地域連携グループの事業に関し て、 年度当初に策定し た年度予

算計画を実施、 事業毎に評価・ 検討を 行い、 次年度計画を作成

し PDCAによる業務改善に努めた。   

・ 地域連携教育・ 研究セン タ ー実績報告書は、 いち かんダイ バー

シティ 看護開発センタ ー実績報告書に含まれるこ と になり 、 冊

子と し て発刊するこ と と し た。  

  

  

・ 市民の参加型研修はコ ラ ボカ フ ェ などで計画し たが、 コ ロナ禍

の影響も あり 、 ニーズの高いテーマについては、 オンラ イ ンに

変えて実施し たと こ ろ 、 参加者全員が「 満足し た」 と 回答し

た。  

 ・ コ ロナ禍を 鑑み、 市民公開講座と し て ZOOM講座「 コ ロナ禍に

おける人と のつながり と 健康」 を９ 月３ 日に実施し 、 10 人が参

加し 75%が内容に対し て「 よ かっ た」 と 回答し た。  

 ・ 2020 年度兵庫県訪問看護ステーショ ン連絡協議会会員事業所

への調査を 受けて、 専門職講座と し て在宅ケアにおけるコ ロナ

感染症対策研修を ビデオオンデマンド 研修（ ５ 研修） で実施し

た。 ４ 割以上がこ れら 研修を 利用し た。  

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 年度計画を 順調に実施し

ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②地域において各種交流行事を 実施す

る と と も に、 体育館、 図書館などの

大学施設を 積極的に開放する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ コ ラ ボカ フ ェ について、 教育研究への活用促

進を 検討し 実施する。教育研究のフ ィ ールド

と し て学生や教職員に周知し 、活用し やすい

体制を 整える 。  

 

 

 

・ 本学の所蔵する看護、 医療、 震災関連の資料

を さ ら に強化し 、 地域の知の拠点を 目指す。 

 

 

 

 

 

 

・ 教育ボラ ンティ ア、 市内看護職者等の図書館

利用を 促進する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ビブリ オバト ルなど図書館発信イ ベント への

学外利用者の参加を 促し 、 学生と の交流の機

会を 提供する。  

・ コ ラ ボカ フ ェ について、 大学院科目「 子育て支援論」「 新生児乳

幼児援助論」「 課題研究」 で延べ９ 件の利用があっ た。 前年度か

ら 利用申請方法や保育士と の連携体制を 整え、 コ ロ ナ禍が続い

ているにも 関わら ず、 スムーズに活用が実施でき た。  

・ 本学ホールにおいて、 保健師キャ リ ア支援センタ ーの事業であ

る、 映画「 終わり の見えない闘い」 の上映会を 行い、 県下保健

師、 教育機関や学生 95 名の参加を 得た。  

・ コ ロ ナ禍の影響により 、 学外利用が活発であっ たと は言えない

が、 本学の感染防止対策会議の方針発出に合わせて遅延無く 学

外者の利用再開を HP等にて広報し 、施設開放促進の姿勢を 保っ

た。  

・ 今年度よ り 開始し た図書館蔵書充実プロ ジェ ク ト によ り 、 新カ

リ キュ ラ ム導入に関連し た看護・ 保健関連図書、 即ち 、 災害看

護、 地域看護関連図書も 特に購入し 、 学内のみなら ず学外の利

用者にも 閲覧し やすいよう 、 特別コ ーナーを 設けた。  

・ 卒業生や市内医療機関や実習先病院等の看護職者の利用につい

ては制限を 部分的に緩和する など、 極力学外者の利用を 促進す

る努力を し た。 また、 上記の看護職者や教育ボラ ン ティ アへの

図書館利用カ ード の発行案内を 行っ ている。  

・ ( 旧) 図書館ニュ ースレ タ ーを 、 図書情報セン タ ーニュ ースレ タ

ーと し て、 発行を 再開し 、 ３ 号（ ９ 月と 11 月と ３ 月） まで発行

し た。 図書館蔵書の案内や教員による エッ セーなどを 掲載し 、

HPで公開すると と も に図書館利用者には紙媒体でも 配布でき る

よう に館内に配置し た。 学外利用者に本学図書館が地域の知的

拠点と の認識をも っ ても ら う 一助と し た。  

・ 今年度はビ ブリ オバト ルなどを 通し ての学生と 地域住民と の直

接的交流の機会はコ ロ ナ禍のため、 企画でき なかっ たが、 昨年

度から 引き 続き 、 図書館で収集し ている新型コ ロナウイ ルス感
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自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

 

 

 

・ オンラ イ ン資料の導入を 更に図る一方で、 紙

媒体の資料収集激減は避け、学外利用者の利

便性の確保にも 努力する。  

染症関係の書籍などは随時、 展示し 、 その時々で話題になっ た

書籍についても 展示し 、 学外から の利用者にも 閲覧し 易いよ う

に配慮し ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ３ ） 地域の看護人材の供給 

①個々の学生に応じ たキャ リ ア発達支

援を 推進し 、 地域に優秀な看護人材

を 輩出する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ コ ロナ禍で臨地実習や病院見学やイ ンタ ーン

シッ プが減っ ている中、 学生の進路相談に関

し て適切に情報提供でき るよう 、 就職サイ ト

や各施設から の情報の発信を いち かん掲示

板を 活用し てタ イ ムリ ーに行う 。  

 

 

 

 

 

 

・ 就職サイ ト から の合同説明会や国家試験対策などの案内を いち

かん掲示板に随時掲示し た。  

・ 就職サイ ト の担当者から 就職活動の傾向など情報収集し 、 学生

へ随時情報提供を 実施し た。  

・ ４ 年生と キャ リ ア面談を 通じ て、 進路決定を迷う 学生に対し て

は、 個別にメ ールで情報発信を 行う と と も に、 繰り 返し 面談を

行い、 適正な進路決定につなげた。 進路決定が困難な学生につ

いては、 担任等と 情報共有し て対応し た。  

・ １ 月から ３ 年生と 進路に関する面談を 開始し 、 95 名中 87 名

（ 91. 6％） の面談を 終えた。  

 

Ｓ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 本学の専門性と 教育体制

を 活用し た オ ン デマ ン

ド 研修が実施でき 、満足

度も 目標より 高かっ た。 

 また、 計画にはなかっ た

が、保健師キャ リ ア支援

センタ ーにおいて、保健

師の資質向上に向け た

各種研修等を 実施し た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②卒業生や地域の看護職の就業継続に

役立つ研修会を 開催すると と も に、

本学の教員やキャ リ ア支援室におい

て、 就業継続やキャ リ ア開発に向け

ての相談を 実施する。  

 

 

・ 卒業生の支援では卒業後も 交流ができ る よ

う 、 SNS 等のアク セス方法を 検討し 、 相談の

門戸を 開けていく 。  

 

・「 卒業生・ 修了生へのキャ リ ア開発支援に対す

るニーズ調査」 の結果をも と に、 卒業生や地 

域の看護職の就業継続に役立つ研修会や集

いの開催について検討する。  

・ 卒業生用の公式 LI NE アカ ウント を 作成し 、 卒業生の相談に対応

し ている。 2021 年 3 月に開設後の相談人数は６ 名であっ た。  

 卒後就職６ か月で職場適応困難と なっ て いる 卒業生１ 名と 、

LI NE を 通じ てオンラ イ ンで面談し た。  

・ キャ リ ア支援室から 大学の行事や相談の案内を 発信し 、 卒業生

への周知に努めた。  

・ 卒業生や地域の看護職の就業継続に役立つ研修会の紹介や、 ホ

ームカ ミ ングデー等集いの開催について随時発信し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③地域の看護職者の資質の向上と 定着

促進を 目指し て、 本学の専門性を生

かし た教育プログラ ム（ 認知症看護

認定看護師教育や訪問看護師育成プ

ログラ ムなど） を 開発し 、 提供す

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 専門職講座を年１ 回以上実施する 。 前年度の

内容が好評であっ たこ と から 、 ポスト コ ロナ

を 見据えた在宅ケア専門職向けの研修内容を

実施する。  

【 数値目標】  

・ 研修は年間１ 回以上 

到達目標： 参加者の満足度 80%以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 専門職講座と し て在宅ケアにおけるコ ロナ感染症対策研修を ビ

デオオンデマンド 研修（ ５ 研修） を 実施し た。 100 件から 200

件の閲覧あり ニーズが高い。 ４ 月から 一部のビデオを 本学ホー

ムページで継続し て公開する準備を し た。  

 研修を利用し た満足度は、「 と ても 参考になる」「 まあまあ参考

になる」 で 95%から 100%であっ た。  

・ 計画にはなかっ たが、 保健師キャ リ ア支援センタ ーにおいて、

兵庫県内保健師に対する卒業後の保健師の質向上に向けて、 各 

種研修を企画実施し 、 新任期研修 144 名、 プリ セプタ ー保健師

研修 55 名、 統括保健師研修３ 名の参加を 得た。 また新型コ ロ

ナウイ ルス感染症に関する映画上映会を行い本学教職員・ 学生

および県下大学教員・ 学生や保健師 95 名の参加を 得た。 キャ

リ ア相談は 14 件であっ た。 また、 県下保健師の能力評価指標

の分析を行い、 人材育成上の課題を 把握し 、 保健師キャ リ ア支

援センタ ー運営協議会で共有し ている 。 保健師キャ リ ア支援セ

ンタ ーホームぺージを開設し 、 研修情報等も 随時更新し てい

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④医療・ 看護職者が大学で学べるよう

に聴講制度の創設を 検討する 。  

 

 

 

 

 

 

 

・ 市民病院群等の看護職者に対し 、 学部科目の

聴講制度を 継続し 、 参加状況や満足度を把握

する。  

・ 大学院科目の聴講制度を 実施し 、 参加状況や

満足度を 評価し 、 次年度に活かす。  

 

 

 

 

・ 学部科目の聴講制度を活用し たのは２ 名、２ 科目（ 看護研究方法

論Ⅰ、家族看護学概論） で、受講後のアンケ―ト 結果では２ 名と

も 満足度は高かっ た。  

・ 市民病院群の看護職者に対し て、 大学院科目の聴講の案内を し

たが、コ ロナ禍の影響も あり 、今年度は希望者がなかっ た。参加

状況や満足度の評価はでき ず、 次年度の課題と し た。  
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自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

⑤神戸市民病院機構と の人事交流を 通

じ て、 教員の臨床能力と 看護職者の

教育能力の強化を 図る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 神戸市民病院機構と の定期的な会議により 、

教員の臨床能力と 看護職員の教育能力の強化

に向けた相互連携システムの構築を 進める。  

・ 看護系教員の臨床研修制度の活用を 促進す

る。  

【 数値目標】  

  ・ 半数以上の看護系教員が臨床研修制度を

活用する。  

 

・ 臨床指導者研修会を 開催し 、 看護職者の教育

能力を 高める。  

 

・ 新型コ ロナウイ ルス感染拡大による緊急事態宣言等により 、 市

民病院機構と の定期的な会議が実施でき なかっ たが、 必要に応

じ て、 担当部長と の話し 合いを 持ち 情報交換を行っ た。 次年度

から 市民病院機構の看護部長、 副部長と 本学教授と の定期的な

会議を 開催でき るよう に調整を 行っ た。  

・ 新型コ ロナウイ ルス感染拡大による緊急事態宣言等が続いてい

たこ と や新型コ ロナウイ ルス感染拡大への対応により 、 看護系

教員の臨床研修制度を活用し た教員は 1 人であり 、 臨床研修制

度を 推進でき ていない。  

・ 臨床指導者研修会を開催し 、 グループワーク を通し て教員と 看

護職者と の交流を 行う こ と により 、 看護職者の教育能力の強化

を 図っ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥兵庫県看護協会等や神戸市民病院機

構と 連携し 、 看護職者の定着支援策

を 検討すると と も に、 復職支援プロ

グラ ムを開発し 、 提供する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 兵庫県看護協会等や他大学と 連携し 、 看護職

者の定着支援に向けて、 コ ロナ禍での新人教

育の在り 方を 検討する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 神戸市民病院機構と の連携により 、 37 名( 看護師 35 名、 助産師

２ 名) を 推薦し 、 全員の就職内定が得ら れた。  

・ 臨床看護連携の窓口を設置し 、 兵庫県看護協会から 効果的な教

育方法に関する研修会に関する依頼があり 、 教員３ 名が企画し

た「 オンラ イ ン研修を企画し よう ！研修」 を ２ 月 28 日に実施

し 、 受講生から は概ね好評であっ た。  

・ 兵庫県看護協会と の連携と し て、 大学への支援要請のあっ た兵

庫県内の１ 病院において 2022 年度の新人看護師教育に関する

支援を 実施し た。  

・ 保健師キャ リ ア支援セン タ ーにおいて、 県内保健師の新任期保

健師等や復職支援研修会等を 企画し た。 また、 7 月よ り 保健師

キャ リ ア支援相談窓口を 設置し 、 14 件の相談があり 、 保健師の

定着支援を 行っ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦卒業生・ 修了生および地域の看護職

にも 対応でき る教育・ 研修プログラ

ムの開発など生涯にわたるキャ リ ア

開発支援を 行う ため、 シミ ュ レ ーシ

ョ ンセンタ ーの活用も 含めた生涯学

習センタ ーの設置を 検討する 。（ 再

掲）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 学内にシミ ュ レ ーショ ン施設・ 機器を 統括す

る体制を つく り 、 シミ ュ レ ーショ ンルームの

機器、 物品の把握、 管理を 行い、 卒業生や修

了生およ び地域の看護職にも 活用で き る よ

う 運用について検討する。（ 再掲）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ いち かんダイ バーシティ 看護開発セン タ ーにて、 シミ ュ レ ーシ

ョ ン施設の担当を 行う こ と を 決定し た。  

・ 文部科学省の「 ウイ ズコ ロ ナ時代の新たな医療に対応でき る 医

療人材養成事業」 に応募し 、採択さ れた。導入に向けて学内でプ

ロ ジェ ク ト チームを 立ち上げ、 翌年度に事業を 推進する ための

準備を 行っ た。  
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自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

３  グローバルな視点を 培う 、 国際

交流の推進 

（ １ ） 外国人の受入れ 

①専門教育と 教養教育を通じ グローバ

ルな視点を 習得でき るよう 外国人教

員を 確保する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 英語を 母語と する専任教員を 中心と し た、 キ

ャ ンパスにおける国際交流の場の拡大を検討

する。  

 

 

 

 

 

 

・ 海外の看護系大学・ 学部の看護教員等と オン

ラ イ ンで講演や交流を 行い、 異文化への理解

を 深める。  

 

 

 

 

 

 

・ 英語を母語と する担当教員が中心と なり 、 昨年度と 同様、 学内

希望者（ 学生、 院生、 教職員） を主な対象者と する英会話の時

間（ 週１ 回、 12 時半から 13 時まで） を設けた。 今年度から 本

学教員の紹介により 神戸市立医療センタ ー中央市民病院のスタ

ッ フ が加わる こ と も あり 、 英語を通し て学生と 医療従事者が交

流でき た。 コ ロナの影響で、 飲食を 伴わない形と し 後期より タ

イ ト ルを「 Engl i sh Lunch Ti me」 から 「 Engl i sh Ext r a! 」 に変

更し た。 オン ラ イ ン・ 対面の授業期間はオンラ イ ンと 対面の両

方で参加でき るよう 設定し た。  

・ ベト ナム・ ダナン大学と の学生交流イ ベント を 2022 年１ 月 17

日にオンラ イ ン方式により 実施し た。 参加者数は総勢約 300 名

であっ た。  

・ 事後アンケート の結果では、「 新たな価値観や発想に出会えた」

と の回答が 94％に上り 、 交流推進と 異文化理解に効果があっ た

と 評価でき た。  

 

 

 

Ｂ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 一部で年度計画を 達成で

き ていない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②看護の知の交流及びコ ミ ュ ニケーシ

ョ ン能力の向上に資する海外から の

留学生の受け入れを 推進する と と も

に、 そのための生活サポート を はじ

めと し た必要な体制を整える 。  

 

・ 留学生の受け入れ方針や体制を、 国内外の動

向等を 踏まえて決定する。  

・ 国内の日本語学校等の学生に対し 、 看護系大

学・ 学部への入学に関する意向調査を オンラ

イ ンで実施する。  

 

・ 留学生の 2023 年度受け入れに向けて 2022 年度の入試実施体制

を 整えた。  

・ ３ 月 24 日に兵庫県立大学の高坂誠副学長を招き 、 留学生を受け

入れる体制づく り について、教職員を対象に講演会を 実施し た。 

・ 国内の日本語学校等の学生に対する 看護系大学・ 学部への入学

に関する意向調査は実施でき なかっ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③医療・ 介護分野等で働く 外国人のキ

ャ リ ア開発のための実務研修会を開

催する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ こ れまでの調査結果および神戸市の方針を 踏

まえて、 医療・ 介護分野等で働く 外国人のキ

ャ リ ア 開発のための実務研修会の構想案を

策定する。  

 

・ 神戸市内外に在住する EPA（ 経済連携協定）

ナース およ び受験準備中の看護師と の交流

の機会を も う け情報交換し 、 ニーズの把握を

行う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 医療・ 介護分野等で働く 外国人についての、実務研修会の開催に

向けて、 神戸市の調査結果を 調べ、 市内の民間病院 77 施設中、

約 30％の 23 施設に看護師 35 人、 補助者 34 人が雇用さ れてお

り 、 未雇用の 54 施設にも 採用し たい意向があるこ と が分かっ

た。  

・ コ ロナ禍による医療機関に就職する EPA ナースと の交流制限、

なら びに新規入国者の減少の影響から 、EPAナースと の交流や講

義は実施でき なかっ たが、代わり に JI CA関西の担当者を 講師に

招いて必修科目「 国際看護論」 の講義を １ 回実施し た。  
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自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

（ ２ ） 学生の異文化理解の推進 

①海外研修や留学生と の交流、 外国人

の多い地域や医療・ 福祉施設での実

習を 通じ て異文化理解を促進さ せ

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ コ ロナ禍にあっ ても 学部学生や院生が異文化

理解を 高めるこ と ができ るよう 、 オンラ イ ン

講演・ オンラ イ ン意見交換会等を 通じ た海外

の大学等と の交流の機会を 引き 続き 提供す

る。  

 

・ 既存の学部「 国際看護論」、 大学院の「 国際

助産活動論」 などの科目や本学の英語担当教

員等を 通じ て、 学生の異文化理解や交流の機

会を 引き 続き 提供する。  

・ 新カ リ キュ ラ ムにおいて、 異文化理解を 促進

でき る科目を 検討する。  

 

 

 

 

 

・ 本邦において在住外国人支援を実践し ている

看護職等の講義・ 講演等の実施に向けて検討

する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ コ ロナ禍にあっ ても 学部学生や院生が異文化理解を 高めるこ と

ができ るよう 、 ベト ナム・ ダナン大学と のオンラ イ ンでの交流

イ ベント を １ 月 17 日に開催し た。 両大学の教員、 学生がそれ

ぞれプレゼン テーショ ンを 行い、 活発に意見交換等実施し た。

こ のイ ベント を「 ヘルスプロモーショ ン論」 １ 回、「 国際看護

論」 ２ 回分と し て位置づけた。  

・ 大学院「 国際助産活動論」 において、 昨年度に引き 続き オンラ

イ ンレ ク チャ ーや交流、 病院訪問などを 実施し た。  

 

 

・ 英語の新カ リ キュ ラ ムの語学教育においては、「 コ ミ ュ ニケー

ショ ン英語 I A」 を 選択科目から 必修科目に変更し たほか、「 コ

ミ ュ ニケーショ ン英語 I B」 は履修人数の制限を撤廃し 、 全員が

履修でき るよ う にし た。 また、 こ の変更に合わせて、 ２ 年生科 

目では従来の「 コ ミ ュ ニケーショ ン英語 I I AB」 を 、 １ 年生科目

の内容を発展さ せた「 上級コ ミ ュ ニケーショ ン英語」 と 、 英語

での文化間コ ミ ュ ニケーショ ンに焦点を当てた「 文化間コ ミ ュ

ニケーショ ンスキル」 に改変し た。  

・ 学生への異文化理解促進の観点で、 外国人支援の活動を実施し

ている専門家と し て、 JI CA関西の担当者を 講師に招き 、 必修科

目「 国際看護論」 の講義を １ 回実施し た。  

・ 英語以外の外国語科目（ ド イ ツ語・ フ ラ ンス語・ 中国語・ コ リ

ア語など） においても 言語のみなら ず当該文化を 理解し 親し み

を 持つこ と ができ るよう 、 各担当教員において工夫し た。 さ ら

に学部科目「 コ ミ ュ ニケーショ ン論」「 文化と 国境を 越えた健

康支援」、 大学院科目「 比較医療文化特論」 などにおいても 、

異文化理解と コ ミ ュ ニケーショ ンについて学ぶ機会を 精力的に

提供し た。  

 

Ｂ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 長引く コ ロナ禍の中で、

学生の海外留学の機運を

醸成する活動ができ なか

っ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②短期留学を 含む学生の海外留学の推

進を 検討する。  

 

・ 文部科学省 SI PS プロジェ ク ト を 中心に、 学

部・ 大学院の学生の海外留学の機運を 全学的

に醸成する活動を 実施する。  

・ 今年度は、長引く コ ロナ禍の中で、オンラ イ ンによる相互交流と

いっ た新時代の海外体験を 引き 続き 模索し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ３ ） 海外の大学と の交流の推進 

①国際交流に関する大学間協定を締結

し ている海外の大学と の共同研究を

行う と と も に、 神戸市の姉妹都市や

国際戦略を 活用し 、 新たな大学と の

協定を 検討する。  

 

 

 

・ 既に大学間協定を 締結し ている大学と の共同

研究のテーマや分野について協議する機会を

持ち、 研究成果発表までの道筋を 協議する。  

・ 国際共同研究と し て実施するのが望まし い研

究分野やテーマに関し 、 神戸市の姉妹都市に

ある看護系大学等を 中心に、 新たな大学間協

定先と なる大学の候補を検討する。  

 

・ 神戸市の姉妹都市にある 看護系大学等を 中心に、 新たな大学間

協定先と なる 大学の候補を 検討するこ と はできなかっ た。  

・ 神戸市から の紹介で、 台湾の大阪事務所の担当者の来訪を 受

け、 今後の新たな学術交流相手先の候補と し て台湾の大学を 検

討するこ と と し た。  

 

 

 

Ｂ  

 

 

 

 

 

 

 

・ 台湾と の交流の可能性を

開いた点で一定の成果が

あっ たと 言えるが、 神戸

市の姉妹都市にある看護

系大学等に対し て新たな

提携先を模索する と こ ろ

までは到達でき なかっ  

 

 

 

 

 

 

 

 

②在外研究制度や科学研究費等を活用

し 、 海外の大学・ 研究機関と の共同

研究など学術交流を 推進する 。  

 

・ コ ロナ禍にあっ ても 在外研究と 同様な学術的

活動が継続実施でき るよう な方策を 、 オンラ

イ ン によ る 共同研究等も 視野に入れて具体

的に検討を 開始する。  

・ 在外研究の期間を ６ か月以上に延長する旨、規程を 改正し 、共同

研究につなげやすく なるよう 変更し た。  

・ 今年度の在外研究は准教授が 2022 年２ 月よ り アイ ルラ ン ド に渡

航し た。  

 

 

 

 

た。  

 

 

 

 

 

 

 

③海外大学の教員等による国際的なテ

ーマでの講演会や講義の実施を 検討

する。  

 

・ 学生・ 院生たちが異文化に触れる機会が持て

るよう 、 国際的なテーマの講演やイ ベント を

全学的に実施する。  

 

・ ベト ナム・ ダナン大学と の学生交流イ ベント 以外の学生・ 院生た

ち が異文化に触れる 機会が持てるよ う な、 国際的なテーマの講

演やイ ベント を全学的に実施するこ と はでき なかっ た。  
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自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ８ 月 19～20 日に オ ン ラ イ ン で 開催さ れた 国際学会「 3r d 

Technol ogi cal  Compet ency as Car i ng i n t he Heal t h Sci ences 

2021」 の共同ホスト と なり 、本学の大学院生や教員に対し て、発

表の勧奨を 行っ た。  

・ EAFONS台湾大会への参加呼びかけを 学内教員向けに実施し た。  
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第４  業務運営及び財務内容の改善 

法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

１  効率的で機動的な組織運営体制を

構築し 、 地域の発展に貢献する大学

へ 

（ １ ） 効率的で機動的な組織運営体制

の構築 

①理事長及び学長のリ ーダーシッ プの

下、 理事会、 各種審議機関及び教授

会等の役割分担を 明確化し 、 効率的

で機動的な組織体制を整備する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 前年度に決定し た意思決定のフ ロ ーに従っ た

意思決定を 確実に実施し 、 運営体制の着実な

定着を 図る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 運営調整会議が大学運営についての方針の検討を 行っ ているほ

か、 理事長のリ ーダーシッ プのも と 理事会、 各種審議会等へ提

出する協議事項を 調整・ 確認する役割を 果たし 、 運営体制が明

確に定着し ている。  

 【 実績】  

・ 48 回開催 

・ 感染拡大予防対策について、 感染症対策会議において、 感染状

況を 鑑みながら 、 全学的な対応を決定し 、 教職員・ 学生に周知

徹底を 行っ ている。  

 

 

 

 

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 年度計画を 順調に実施

し ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②本計画の着実な実行を推進すると と

も に、 今後の神戸市並びに我が国の

保健医療を 取り 巻く 環境変化等を踏

まえ、 新たな取組みを検討し 実施す

る ための組織を 設置する。  

 

 

 

 

・ 地域連携・ 国際交流・ 生涯教育に関するセン

タ ーを 設置し 、 そのも と でテーマごと に横断

的チームを 編成し 、 新たな取り 組みを 進め

る。  

 

 

 

 

 

・ 2021 年４ 月にいちかんダイ バーシティ 看護開発センタ ーを 設置

し 、 テーマごと に横断的な８ グループ（ 地域連携、 国際交流、 臨

床看護連携、 災害看護、 健康支援（ 市受託） 、 在宅ケア支援（ 市

受託含む） 、 地域保健支援、 保健師キャ リ ア支援セン タ ー（ 県受

託） ） を設置、 教員が手上げで希望するグループに所属し 、 各グ

ループが新たな取り 組みを 進めている。  

 【 実績】  

・ いち かんダイ バーシティ 看護開発セン タ ー運営委員会 10

回開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③各部門の持つ情報を一元的に集約

し 、 戦略的な分析を 行う こ と によ

り 、 法人及び大学運営の改善を 図

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 広報・ 入試情報の一元化により I R に取り 組

むと と も に、 戦略的広報機能を 強化する た

め、 法人本部に広報戦略室を 設置する。  

 

 

 

 

 

 

 

・ 2020 年度に、学内で保有する各種データ 等に

ついて体系立てて整理し 、 作成し た冊子につ

いて、 適宜、 時点更新と 収録データ の拡充を

図り ながら 、 内容を 法人組織内に定期的に諮

るなど、 意思決定の PDCA サイ ク ルに組み込

んでいく 。  

・ 広報戦略室を 設置し 、 入試関連情報の分析に基づいて、 高校訪

問、 オープン キャ ンパス、 LI NE 公式アカ ウント 、 大学見学等の

戦略的な広報を実施し た。  

 【 実績】  

  ・ 高校訪問 10 校 

  ・ オープンキャ ンパス 8/7・ 8/8 開催 参加者 1, 009 名 

  ・ WEBオープンキャ ンパス 2021 10/1～ホームページにて 

公開 

  ・ LI NE 公式アカ ウン ト  ５ 月～開設 友達登録者数 594 名 

  ・ 大学見学 団体３ 校・ 個人 16 名 

・ 学内保有データ を 整理し 作成し た冊子の収録データ について、

適宜時点更新を 行っ た。 当該冊子は、 職員が適宜活用でき る よ

う 、 学内の「 共有データ 集」 フ ォ ルダに収納し ている。 また、 こ

のデータ を 、 広報戦略を 考える上での根拠と し て活用し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④多角的観点から の内部監査を 実施

し 、 業務運営の適正化と 組織及び業

務の継続的な改善、 見直し を 図る。  

 

 

 

 

・ 体系的に監査計画を策定し 、 適正に内部監査

を 実施し 、 業務運営の適正化と 組織及び業務

の継続的な改善、 見直し を 図る。  

 

 

 

 

・ 業務及び組織の適正な運営を 図る ため、 内部監査規程に基づき

監査計画書を 策定し 、有価証券管理、公的研究費の執行等につい

ての内部監査を実施し た。  
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法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

（ ２ ） 開かれた大学運営の推進 

①理事会を はじ め経営審議会や教育研

究審議会等に外部の有識者を 登用

し 、 積極的に意見を 取り 入れると と

も に、 地域の声を 大学運営の改善に

反映さ せる。  

 

 

・ 引き 続き 、 外部有識者の意見を取り 入れると

と も に、 いちかんダイ バーシティ 看護開発セ

ンタ ーでの事業推進に合わせて地域の声を 聴

く 体制を 検討する。  

 

 

 

・ 理事会の理事、 経営審議会、 教育研究審議会、 学長選考会議の

委員改選にあたり 、 外部委員の就任を 継続し ている。  

・ いちかんダイ バーシティ 看護開発センタ ーで専門職への研修を

実施し た際はアンケート を 実施し 、 地域の声を聴いている。 ま

た、 兵庫県や神戸市と 協議を 重ね、 関係団体と 連携し て事業を

行う こ と を 通し て地域の声を 聴く 体制を 整えている。  

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

・ 年度計画を 順調に実施し

ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ３ ） 教育研究組織の見直し  

①法人の運営体制や教育研究組織が、

地域の保健・ 医療・ 福祉の発展に貢

献する人材育成及び研究を 行う 上で

効果的かつ合理的なも のと なっ てい

る か、 常に検証し 、 必要な見直し を

実施する。  

 

・ 法人評価や自己点検評価の結果を 学内で適切

に議論し 、 教育研究組織体制の充実に活か

す。  

・ 2022 年度分野別評価を 受けるにあたっ て、 学

内での準備・ 点検を 実施する。  

 

 

・ 法人評価や自己点検評価の評価結果については、 理事会、 経営

審議会、 教育研究審議会で報告し 、 評価委員会で評価を 変更さ

れた項目については対応策についても 協議を 行っ た。  

・ 2022 年度分野別評価に向けて、 実施スケジュ ールを 確定さ せ

て、 作成担当者を 対象と し た説明会を 実施のう え、 提出資料の

作成を 進めた。  

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

・ 年度計画を 順調に実施

し ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  優れた教職員の確保育成及び特性

を 生かす人事・ 組織制度の構築 

（ １ ） 多様な人材の確保と 教職員の能

力向上 

①教育理念・ 教育目標、 ディ プロマポ

リ シー（ 卒業認定・ 学位授与の方

針） を 達成するため、 最適な人員配

置のも と で相応し い人員を 採用す

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 2022 年度カ リ キュ ラ ム改正を行う 中で、 相応

し い人員配置を検討する。  

・ 地域の課題解決に対応するため、 特任教員制

度等のさ ら なる活用を図る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 2022 年度カ リ キュ ラ ム改正に合わせた教員の公募および採用を

行っ た。  

・ 災害看護・ 国際看護の教授の枠を 設けて公募・ 採用を 行っ た。

こ れにより 大学院に新たな専門分野の人材を 育成する こ と がで

き る よう になっ た。  

・ 大学院や教員の研究を促進するための環境づく り の強化のた

め、 研究科に公衆衛生学、 統計学等を 担当する特任教員１ 名の

採用を 決定し た。  

・ いちかんダイ バーシティ 看護開発センタ ーの事業を 推進するた

めに特任教員を３ 名採用し た。  

・ 特任教員の就業規則が未整備であり 、 検討を始めた。  

 

 

 

 

Ｂ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 特任教員の就業規則が未

整備であり 、 検討を 始め

た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②職員の能力向上及び組織の活性化を

図るための人材育成計画を 策定す

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

・ 教育や事務など の業務の状況を 適切に把握

し 、 職種や採用形態に応じ た職員配置に努め

る。  

・ SD研修について公立大学協会など外部団体の

研修制度を 積極的に活用し 、 教職員の参加を

進める。  

 

 

 

 

・ 有期雇用職員の雇用契約更新要綱を 策定し 、 有期雇用職員の評

価を 2021 年 11 月末に行っ た。 評価結果を 業務執行状況の指標

と し 、 継続雇用の判断に活用し た。  

・ 各団体から の研修案内は、その都度に教職員に周知を 行い、参加

を 促すよう に努めた。 ユニティ 主催の SD研修（ ９ 月 30 日）、 大

学コ ンソ ーシアムひょ う ご神戸主催の研修（ オンラ イ ン開催 10

月 29 日） に参加し た。  

 【 実績】  

  ・ ユニティ 主催の SD研修 １ 名参加 

  ・ 大学コ ンソ ーシアムひょ う ご神戸主催の研修 １ 名参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ２ ） 教育連携の推進 

①地域包括ケアに必要と なる知識、 技

術等を 体系的に学習でき る教育課程

を 充実さ せるため、 近隣大学を 含め

た単位互換制度などの連携を 一層推

進し 、 学外の教育資源の活用を 図

る 。  

 

 

 

・ UNI TY（ 神戸研究学園都市大学利用施設） や

神戸学院大と の多職種連携教育（ I PE） 実施

による単位互換制度について、 現状を 分析す

ると と も に、 必要な見直し を 検討する。  

・ 近隣の看護系大学と の連携について、 特に大

学院における単位互換制度等の新たな課題も

踏まえた連携について検討する。  

 

 

・ 新型コ ロナの影響や実習の多さ 、 立地的な要因等のため、 計画

の実行はでき なかっ たが、 単位互換制度の活用を 促すべく 入学

予定者や在校生を 対象と し たオリ エンテーショ ンの場を 利用し

て制度の周知を行っ た。  

・ 兵庫県立大学の大学院博士前期課程の院生で、 本学の大学院科

目の聴講を 希望する者には、 聴講可能科目を 案内し て聴講でき

るよう に兵庫県立大学の大学院研究科長と 協議し 、 実現可能な

方法を 検討し た。  

 

Ｂ  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 単位互換制度の現状分析

や必要な見直し ができ な

かっ た。  
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法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

（ ３ ） 外部人材の活用 

①外部資金の活用による寄附講座の設

置等により 、 本学の役割を 果たすた

めに必要な高度な専門知識を 持つ外

部人材を客員教授等と し て積極的に 

登用する。  

 

 

 

 

・ 兵庫県、 神戸市から の委託事業を 実施するう

えで、 特任教員等を 雇用し 活用すると と も

に、 新たな外部資金の獲得に向けて検討を 進

める。  

 

 

 

 

 

・ いちかんダイ バーシティ 看護開発センタ ーの創設に伴っ て特任

教員を 新規に３ 名採用し 、 ４ 名と し た。  

・ 大学院や教員の研究を促進するための環境づく り の強化のた

め、 研究科に公衆衛生学、 統計学等を 担当する特任教員１ 名の 

採用を 決定し た。  

・ 2021 年度から 、 １ 科目につき 年間１ 回を その科目の担当教員が

自分の研究費により 外部講師を 招聘でき る科目特別講師制度を

導入し た。  

 

Ｂ  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 新型コ ロナウイ ルス感染

症や学内教員の異動によ

り 外部人材を 活用する科

目数が減少し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②臨床実習体制の強化を図るため、 実

習施設の人材の登用など、 外部人材

を 積極的に活用する。  

 

・ 新たな課題を 踏まえ実習指導者の導入授業に

おいて、 大学院も 含め外部から フ ァ シリ テー

タ ーの受入れを行う など、 双方向の人材活用

についてより 一層の改善策を 検討する。  

・ 前期、学部において、実習指導者の導入によるフ ァ シリ テータ ー

を ８ 名招聘し た。  

・ 大学院では、 ７ 月に助産学実践コ ースの分娩介助演習にて実習

指導者６ 名の受け入れを 行っ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ４ ） 人事評価制度の再構築等 

①客観的で公平かつ透明性のある教職

員の人事評価制度を 充実さ せ、 給与

や研究費への反映を 検討する 。  

 

 

・ 教員評価制度の定着を図ると と も に、 給与や

研究費への反映方法について、 他大学の状況

を 踏まえ、 制度内容を 試行する。  

 

 

・ ９ 月理事会において教員活動評価規程および委員会規程を 策定

し た。 次年度、 教員評価制度の試行結果を 評価し 、 制度内容を

精査すると と も に、 給与または研究費への反映について検討を

行う こ と を 決定し た。  

 

Ａ  

 

 

 

 

・ 年度計画を 順調に実施し

ている 。  

 

 

 

 

 

 

 

②柔軟で弾力的な人事制度を 継続的に

検討する。  

 

 

 

 

・ 契約職員の活用を 進めるために、 同一労働同

一賃金の点を 踏まえ、 制度改正を はかる。  

 

 

・ さ ら なる人事の多様化について、 他大学の状

況を 調査し 検討を 進める。  

・ 契約職員の雇用契約更新要綱を策定し 、 契約更新時に活用し た。

また、 2020 年４ 月より 、 契約職員の給与改善を実施し ている。

（ 上限を５ 年と し た毎年 1, 000 円／月（ ３ 年目から ４ 年目への

昇給時のみ勤務評定により 2, 000 円／月） 昇給。 ）  

・ 事務職員のプロ パー採用に向けて神戸市外国語大学を はじ め他

大学の制度導入状況を調査し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  教育環境の整備・ 充実 

①高度な医療・ 看護技術の習得に資す

る シミ ュ レ ーショ ンセンタ ー等の実

習設備の充実及び効果的な運用を図

る 。  

 

 

 

 

・ 学内全体でシミ ュ レ ーショ ン施設・ 機器の効

果的な管理・ 整備・ 運用を 図るため、 統括す

る体制を つく る。  

 

 

 

 

 

・ いちかんダイ バーシティ 看護開発センタ ーにて、 シミ ュ レ ーシ

ョ ン施設の担当を 行う こ と を 決定し た。  

・ 文部科学省の大学改革推進等補助事業（ ウィ ズコ ロナ時代の新

たな医療に対応でき る医療人材養成事業） のう ち、 実習等に資

するシミ ュ レ ータ 等の DX 設備整備について応募し 、 選定さ れ

たので、 事業推進のため、 教職員から なるプロジェ ク ト チーム

を 立ち上げた。  

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

・ 年度計画を 順調に実施し

ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②長期保全計画を 策定し 、 費用対効果

を 考慮し つつ、 計画的な改善及び機

能の維持向上を 図る。  

 

・ 長期保全計画に基づき 、 計画的に施設保全を

進める。  

 

 

・ 2021 年度は教育環境向上を 図るため、 図書館空調設備の改修工

事を 行っ た。  

・ 神戸市の令和３ 年度補正予算を 受けて、 大学の魅力を 向上さ せ

る美装化（ 施設・ 設備面の整備） の検討を 行っ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ I CT を積極的に活用し ながら 、 効

果的な授業や実習指導を行う ための

教育環境を 充実さ せる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ コ ロナ禍を 踏まえ今後の I CT を活用し た教育

研究環境の在り 方について検討を すすめな

がら 、 遠隔による実習指導や、 オンラ イ ン授

業等に必要な教材やツ ール等を 購入確保す

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 講義室に常設する PC およ び高角度カ メ ラ を 各５ 台新規購入し

た。  

・ 新型コ ロ ナウイ ルス感染症拡大によ り 、 臨地実習等ができ ない

場合に、 オンラ イ ンにより 代替も し く は補完する 手段を 講じ る

ためにポケッ ト Wi -Fi を活用し た。  

・ コ ロ ナ禍下にあっ て、 学内のオン ラ イ ン 授業並びに会議につい

て本学に既存の I CT 関連資源の積極的な利用も 呼びかけた。

（ 例： 本学が包括契約し ている Mi crosof t で利用可能なオンラ

イ ン 会議システム Teams の説明会を 11 月( 参加者 25 名) 、 12 月

( 同) 、 ３ 月( 同 25 名程度) の３ 度行っ た）。 Teams の利便性を 周

知し 、 学内各種委員会での Teams 利用を促し た。  
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法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

４  自己点検・ 評価による質の改善、

情報公開による透明性の確保 

（ １ ） 自己点検・ 評価体制の強化 

①毎年の自己点検評価、 評価委員会の

評価の結果を 積極的に公開する。  

 

 

 

 

 

 

・ 引き 続き 、 自己評価、 評価委員会の評価結

果、 財務情報について、 ホームページ等を 通

じ て公開する 。  

・ 分野別認証評価受審に向けた準備を 行う 。  

 

 

 

 

・ 2020 年度の自己評価、 評価委員会の評価結果、 財務情報につい

てはホームページに掲載し ている。  

・ 2022 年度分野別評価に向けて、 実施スケジュ ールを 確定さ せ

て、 作成担当者を 対象と し た説明会を 実施のう え、 提出資料の

作成を 進めた。  

 

 

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

・ 年度計画を 順調に実施し

ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②定期的に認証評価機関の評価を受審

する。  

・ 次回の機関別認証評価に向けた準備を行う  

 

・ 次回の機関別認証評価は 2023 年度受審予定で、2022 年度受審の

分野別評価も 含めたスケジュ ールを 作成し た。  

 

 

 

 

 

 

③自己点検や外部評価の結果に基づ

き 、 組織体制の見直し や業務執行方

法の改善を 実施する。  

 

 

 

 

 

 

 

・ 中期計画を 効果的に執行するため、地域連携・

国際交流・ 生涯教育に関するいちかんダイ バ

ーシティ 看護開発センタ ーのも と 、 テーマ制

を 導入する。  

 

 

 

 

 

 

・ 2021 年４ 月に設置し た、 いちかんダイ バーシティ 看護開発セン

タ ーでは、全学的に参加者を 募り 、テーマごと に横断的な、地域

連携、国際交流、臨床看護連携、 災害看護、健康支援（ 市受託） 、

在宅ケア支援（ 市受託含む） 、 地域保健支援、 保健師キャ リ ア支

援センタ ー（ 県受託） の８ グループを 設置し た。各グループが年

度計画を 効果的に執行する ために、 計画的に目標達成に向けて

取り 組みを 進めている。  

【 実績】  

・ いち かんダイ バーシティ 看護開発セン タ ー運営委員会 10

回開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④学生による授業評価を組織的な教育

活動の改善に活用する。  

 

 

 

・ 学生による授業評価結果を 分析し 、 総合点が

３ 以下の科目については、 委員会において改

善策を 検討する。  

 

 

・ 授業評価の項目のう ち１ つでも 3. 0 以下の項目がある科目につ

いては、 自由記載の回答も あわせて教務委員会で総合的に評価

を 行い、改善が必要な場合は当該教員に伝えると と も に、担当教

員の意図や考えを 聞いて、 双方が納得する よ う な改善策を と も

に検討し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ２ ） 情報公開及び情報管理 

①大学運営の透明性を高めるため、 教

育研究活動、 経営状況、 業績評価結

果等を ホームページ等で積極的に公

開する。  

 

 

 

 

 

 

・ 本学の規程関係について、 対外的に重要なも

のを ホームページで公開し ていく 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 本法人の規程等について， 制定・ 改廃し たも のを ホームページ

で公開し た。  

・ 例規システムについて， 定期的に更新するこ と と し た。  

・ 計画にはないが、 コ ロナ禍における本学の教育・ 研究・ 地域貢

献を 軸に行政をはじ め、 学内外の諸機関と 連携協力し 、 パンデ

ミ ッ ク に対処し たおよそ２ 年間の本学の記録誌を 『 新型コ ロナ

ウイ ルス感染症拡大期における神戸市看護大学の活動記録 2020

年３ 月～2022 年１ 月』 と し てまと めた。（ コ ロナ禍第１ 波～第

５ 波を 対象）  

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ おおむね計画通り の実施

ができ ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②法人や大学が取り 扱う 情報資産の管

理や個人情報の保護について、 規程

に則し て適正に運用する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 遠隔授業の提供にあたり 、 授業目的公衆送信

補償金制度の適切な運用を 行う 。  

 

 

 

 

 

・ 図書館ネッ ト ワーク システムの更新に伴い、

シ ステ ムの改修や脆弱性への対応な ど 館内

での管理体制を強化する。  

  

 

 

 

・ 授業目的公衆送信補償金制度に関わる 著作権利用への対応につ

いて学内に周知する と と も に、 年度当初に年間を 通し て継続し

て行う 授業に適用する包括申請（ 定額料金） の事前手続き を 行っ

た。９ 月に請求額が確定し 、今年度分の授業目的公衆送信補償金

等管理協会（ SARTRAS） への支払いが完了し た。 なお、 JCOPY（ 出

版者著作権管理機構） の管理下にある 著作物利用に関わる新制

度についても 情報収集につと め、 学内へ注意喚起を 行っ た。  

・ 図書館システムの更新を 年末年始に行っ た。  

・ パッ ケージシステム導入によ り 機能面だけでなく 、 安定性や安

全性、メ ンテナンス性も 向上し 、また、従来は図書館内に設置し

ていたサーバ類を 北館コ ン ピ ュ ータ 室に設置し たこ と で管理体

制も 強化さ れた。  
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法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

③ホームページの運営をはじ めと し た

情報発信を 一元的に行う 専門部署の

創設を 検討する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 広報戦略室を 設置し 、 入試データ の分析によ

る 広報の在り 方やメ ディ ア ポリ シ ーについ

て効率的・ 効果的な方針を 立てると と も に、

ホームページ の更新等を 全学的に円滑に進

める仕組みを 作る。  

 

 

 

 

 

 

 

・ 入試情報の分析結果を 基に、「 重点校」「 出願者減少校」「 新規開

拓校」 への高校訪問やオープンキャ ンパス・ WEBオープンキャ ン

パス 2021 の実施、 LI NE 公式アカ ウント の開設などの広報施策

へ反映をし た。また、ホームページについても 、話題性のある事

業等については、ト ッ プページに掲載するなど、随時更新を し て

いる。  

 【 実績】  

  ・ 高校訪問 10 校 

  ・ オープンキャ ンパス 8/7・ 8/8 開催 参加者 1, 009 名 

  ・ WEBオープンキャ ンパス 2021 10/1～ホームページにて 

公開 

  ・ LI NE 公式アカ ウン ト  ５ 月～開設 友達登録者数 594 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  心身の健康と 安全の確保、 危機管

理体制の整備、 ハラ スメ ント 行為の

防止 

（ １ ） 健康管理と 安全対策 

①安全衛生管理体制を確立し 、 学生及

び教職員の安全確保と 健康管理を推

進する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 職場や施設の安全点検の定期的な実施に基づ

き 、 施設等の整備を 行う 。  

・ 安全衛生委員会活動を通じ 、 定期健康診断や

メ ン タ ルヘルスチ ェ ッ ク を 着実に受検さ せ

るこ と で、 教職員の健康管理を 推進する。  

 

 

 

・ 学生委員会、 保健室、 心理相談室と 連携し 、

定期健康診断の実施や個別相談などにより 、

学生の健康管理を 推進する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 12 月 24 日に安全パト ロールを実施し 、 危険個所等の点検、 確認

を 行い、 おおむね必要な改善が図ら れた。   

・ メ ンタ ルヘルスチェ ッ ク（ ７ 月実施）、 定期健康診断（ ８ 月 19 日

実施） と も 実施通知を 教職員に行い未受診者には勧奨を 促し 、定

期健康診断については全員の受検を する こ と ができ た（ 人間ド

ッ ク 受診者を 含む）。  

・ 教職員のメ ンタ ルヘルスに関する 調査の結果、 課題が見つかっ

た。  

・ 学生委員会、 修学等支援委員会、 保健室、 心理相談室と 連携

し 、 情報共有を行い、 個別相談等により 学生の心身の健康管理

を 推進し た。  

・ 学生生活調査を 実施し て、 コ ロナ禍における学生の支援ニーズ

を 把握し 、 保健室だより や学生部長から のメ ッ セージを 発信し

て新型コ ロナウイ ルス感染拡大に伴う 生活管理について注意喚

起を 行っ た。  

 

 

 

 

Ｂ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 教職員のメ ンタ ルヘルス

調査の結果、 課題が見つ

かっ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②事故や災害時における危機管理体制

を 整備し 、 定期的に訓練や講習会を

実施する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 学生の安全確保と 地域防災の役割を 踏まえ、

法人の防災計画を 見直し 、 より 現実のシミ ュ

レ ーシ ョ ン に近い防火・ 防災訓練を 実施す

る。  

・ 災害時に備え計画的に備蓄を 進める。  

 

・ 学生に対する安否確認メ ールの訓練を 定期的

に行い、 災害時に備える。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 北館実習室から の出火を 想定し た火災時避難訓練を 11 月 24 日

に実施し 、防災計画に基づいた災害本部の設置、班ごと の役割の

確認等を行い、 現実を想定し た訓練を 行っ た。  

 

・ 食料や機材等の本学の備蓄の状況を 調査し 、 保存食、 非常用電

源、 発電機などを 購入し 、 計画的な備蓄を 進めた。  

・ 学生委員会で安否確認メ ール訓練を ９ 月１ 日に行っ た。また、12

月３ 日に和歌山で震度５ 弱の地震があっ た際に、 安否確認メ ー

ルの送信を 実施し た 

・ ９ 月の電気設備点検時に災害時における 本学のネッ ト ワーク 設

備維持などの状況について、シミ ュ レ ーショ ンを行い、現状を 調

査し た。その結果を まと め、災害対応のために必要な設備につい

て、 提案し た。  
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法人自己評価 
評価委員会評価 

中期計画 年度計画 実施状況 評価 評価理由 

（ ２ ） 人権尊重 

①人権侵害に関する相談窓口の周知強

化や、 学生及び教職員に対するハラ

スメ ント 防止のための研修・ 啓発の

実施など、 ハラ スメ ント 対策を 推進

する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ハラ スメ ント の予防に向けて、 教職員・ 学生

が相談し やすいハラ スメ ント 相談体制につい

て検討する。  

・ 2020 年度に実施し たハラ スメ ン ト に関する実

態調査結果に基づき 、 ハラ スメ ント 防止対策

を 検討する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 学生・ 教職員にハラ スメ ント 防止のためのリ

ーフ レ ッ ト を 作成し 配布する。  

・ ハラ スメ ント 実態調査結果を 元に教職員を 対

象にし たハラ スメ ント 防止研修を 実施する。  

 

・ 学内および学外相談窓口について、 いちかん掲示板および学内

各部署にポスタ ー貼付により 周知し た。  

 

・「 大学におけるハラ スメ ント 防止対策」 のテーマで、 2022 年３

月 14 日に教職員を 対象に近畿大学人権問題研修所北口末広教

授によるハラ スメ ント 防止研修を実施し た。 教員 42 名、 事務

職 27 名の計 69 名の参加であり 、 内容についてのアンケート 結

果では約７ 割が満足と の回答を 得た。  

・「 調整手続」 の新たな追加に向けて研修会終了後、 北口教授と

ハラ スメ ント 防止委員および相談員と の懇談会を 行い、 本学の

ハラ スメ ント 防止体制や相談員の対応などについての助言を 得

た 

・ ハラ スメ ント 防止啓発ポスタ ーを 学内各部署に貼付し 、 全学的

に周知を行っ た。  

・ リ ーフ レ ッ ト 更新については、「 調整手続」 の追記など現在進

行中である。  

・ 今年度においては、 ハラ スメ ント 申立はなく 、 ハラ スメ ント 相

談５ 件であっ た。  

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ おおむね計画通り の実

施ができ ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②教職員に対し 定期的にコ ンプラ イ ア

ン スのための研修・ 啓発を 実施す

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 倫理研修やコ ンプラ イ アンス研修を 実施し 、

教職員全員が受講でき るよう 工夫する。  

 

 

 

・ 倫理研修やコ ンプラ イ アンス研修において、

教職員の理解度を 評価し 、 研修内容・ 方法の

あり 方の改善に活かす。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 教職員およ び大学院生を 対象と し た研究倫理講習会を オン ラ イ

ンで実施する と と も に、当日の参加が難し かっ た人に対し て、録

画し た動画での受講を 認め、 すべての対象者が受講でき るよ う

工夫し た。研究倫理講習会後にはアンケート を実施し 、受講者の

理解度についても 確認し た。  

・ 全教員が研究倫理教育 e ラ ーニング（ eAPRI N） を 受講し 、 合格

（ 80 点以上） と 高い理解度であるこ と を確認し た。（ 中途採用の

教員を 除く ）  

・ 公的研究費の不正防止対策と し て、 ５ 月にコ ンプラ イ アン ス研

修を 実施し た。研修方法を 対面から オンラ イ ンに変更し 、学外で

も 受講でき る よう に環境を 整えた。  

 【 実績】  

  ・ 対象者 教職員 79 名、 アルバイ ト 要員 17 名。  

  ・ 受講率 100％ 

・ コ ンプラ イ アンス研修の最後に、受講者全員に「 理解度チェ ッ ク

シート 」を 解いても ら い、理解度やさ ら に説明が必要な点を 確認

し た。  

 【 実績】  

  ・ 正答率： 教職員 98％、 アルバイ ト 要員 99％ 

・ 文部科学省が定める「 公的研究費の管理・ 監査のガイ ド ラ イ ン

（ 実施基準）」 の改正により 、 コ ンプラ イ アンス教育に加え、 不

正根絶に向けた継続的な啓発活動を 実施する よ う 要請さ れたの

を 受け、新たな取組みと し て、過去の不正事案を掲載し たチラ シ

のメ ール配信や、 公的研究費に関する 意識調査アン ケート を 行

っ た。  

 【 実績】  

  ・ コ ンプラ イ アンス研修 ５ 月 

・ 不正事案のメ ール配信 ８ 月、 11 月  

・ 意識調査アンケート  ２ 月。  

    アンケート 回答者の 69％が「 チラ シの不正事案を読んだ」
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と 回答。  

・ コ ンプラ イ アンス研修を 、 事務局職員を 対象に実施し た。  

 【 実績】  

・ コ ンプラ イ アンス研修 22 名参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６  多様な自己収入の確保・ 充実と 経

費の適正化 

（ １ ） 外部資金の獲得 

①競争的資金や受託事業の獲得を支援

すると と も に、 多様な資金確保の手

段を 検討するための体制を 整備し 、

その獲得に努める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 学内に「 科研獲得プロジェ ク ト 」 を 発足さ

せ、 応募採択に向けて支援する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 学内に科研獲得プロジェ ク ト を発足さ せ、 ２ つのプロジェ ク ト

を 実施し た。  

科研獲得プロジェ ク ト Ⅰは、 査読経験者による講演を ２ 回実施

し 、 延べ 60 名が参加し た。 アンケート の結果は「 満足し た・

参考になっ た」 が 100％と なっ た。  

科研獲得プロジェ ク ト Ⅱは、 step１ と ２ に分けて企画し た。  

st ep１ では、 ８ 人の応募予定者に対し てグループディ スカ ッ シ

ョ ンを 実施し 、 st ep２ では、 個別支援の仕組みを 構築し 、 １ 名

が活用し た。  

 

 

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 年度計画を 順調に実施し

ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②外部資金の活用による寄附講座の設

置等により 、 本学の役割を 果たすた

めに必要な高度な専門知識を 持つ外

部人材を客員教授等と し て積極的に

登用する。  

（ 再掲）  

 

 

・ 地域連携・ 国際交流・ 生涯教育に関するいち

かんダイ バーシティ 看護開発センタ ーが中心 

と なり 、 大型研究費助成金の獲得の取組み方

法を 検討する。  

・ 特任教員制度の活用を図ると と も に、 客員教

員制度などの外部人材活用方法について、 他

大学の状況を 調査し 、 整理する。  

 

・ いちかんダイ バーシティ 看護開発センタ ー運営委員会で、 大型

研究費助成金の応募状況を 把握し 、 獲得のための文献などを 集

めて情報共有し た。  

 

・ 兵庫県医療介護推進基金にかかる 事業提案、 神戸市への政策提

案を 行い、 いずれも 採択・ 予算化さ れたこ と から 、 2021 年４ 月

から の、 いち かんダイ バーシティ 看護開発セン タ ー開設に合わ

せ、 特任教員３ 名を 採用し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ２ ） 学生納付金等 

①授業料等の学生納付金について、 本

学の経営状況や他大学の状況、 受験

生確保の観点等を 総合的に検討し 、

適正な金額を 設定する。  

 

 

・ 高等教育修学支援新制度や大学独自の減免制

度を 活用し て、 経済的困窮者に対し て適切な

対応を 行う 。  

・ より 柔軟で多様な学位取得を 可能と するた

め、 新たに博士論文審査手数料を 設ける。  

 

・ 高等教育修学支援新制度や大学独自の減免制度を 活用し て、 経

済的困窮者に対し て適切な対応を行っ た。  

 

・ 手数料に関する規程を改正し 、 博士論文審査に係る手数料の額

を 定めた。  

 

Ａ  

 

 

 

 

 

・ 年度計画を 順調に実施し

ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②卒業生の市内就職の促進を 図る た

め、 神戸市民病院機構への看護学生

修学資金貸与制度の拡充の働き かけ

など、 市内受験生や市内就職者に対

するイ ンセンティ ブを検討する。  

（ 再掲）  

・ 他都市の状況を 調査すると と も に、 神戸市民

病院機構と の連絡調整を引き 続き 行う 。  

 

 

 

 

・ 他都市の状況調査は行っ ていないが、 神戸市民病院機構の看護

学生修学資金貸与制度については、学生にその都度情報提供し 、

貸与希望者の相談に応じ ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③学生の利便性を 高める納付方法を 検

討する。  

 

 

 

 

・ 入学金や授業料の納付について、 検討結果に

基づき 、 学生の利便性に即し た多様な納付方

法を 実施する。  

 

 

 

・ 授業料の納付に関し ては、全学生が同時期に振り 込むため、混乱

のないよう 、 納付書を 発行し て銀行窓口で振込む方法を 指定し

ている。  

・ ネッ ト バンキング、 ATMでの依頼があっ た保護者等については、

適宜案内し た。  

・ 銀行口座から の自動引落について、 業者から 説明を 聞いた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ３ ） 多様な収入の確保 

①学内施設の利用の有償化を 検討し 、

大学関係者以外の利用促進に取り 組

む。  

 

 

 

 

・ コ ロナ禍の現状では、 感染症対策の観点から

大学関係者以外に大学施設等を 利用いただく

こ と は難し いが、 コ ロナ禍が終息し た後の対

応について、 他大学の状況等も 参考に検討す

る。  

 

 

・ 大学施設等の学外者の利用について、 他の公立看護系単科大学

の状況を調査し た。  

 

 

 

 

 

Ｂ  

 

 

 

 

 

 

・ 大学施設等の学外者の利

用及び公開講座受講料に

ついて調査は実施し た

が、 検討に至っ ていな

い。  
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②受益者負担及び費用対効果の観点か

ら 、 公開講座受講料等を 適正に設定

する。  

・ 他大学の事例も 参考に、 引き 続き 、 学外の方

を 対象と する公開講座について、 受講料等に

関する一定の考え方を 検討する。  

・ 公開講座受講料について、 他の公立看護系単科大学の状況を 調

査し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③同窓会や後援会等と 連携し 「 学生支

援基金」 の創設を 検討する。（ 再掲）  

 

 

 

 

・ 学生支援基金の創設を行っ たので、 税制上の

修学支援基金化を 申請すると と も に、 より 周

知に取り 組む。  

 

 

 

・ 修学支援基金については、 国に９ 月末に申請し 、 12 月末に承認

いただいた。  

・ 12 月理事会にて修学支援基金以外の寄附にかかる規程の制定が

承認さ れ制度面の整備を 行えた。  

・ 新し い寄附の制度について、 大学ホームページの寄付金のペー

ジの更新を 行っ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ４ ） 業務の改善と 経費の適正化 

①費用対効果を 踏まえた事業実施に努

めると と も に、事務の外部委託、I CT

の活用等により 経費の適正化に努め

る 。  

 

 

 

 

 

 

 

・ 学務システムを 刷新し ， システム化でき てい

ない業務の効率化を 行う と と も に， 不要な業

務の見直し を 併せて行う 。  

・ セキュ リ ティ 情報を 各システム所管部署に周

知し 必要な対応を 促すと と も に、 オンラ イ ン

授業やテレ ワーク 等にも 対応し たセキュ リ テ

ィ システムの検討を 行う 。  

・ 事務のスマート 化、 押印事務の縮減の取り 組 

みに際し 、 I CT を 活用し た一層の事務の効率

化を 図る。  

 

・ 学務システムについて、 教員へのアンケート 調査および職員へ

の意向調査の結果を 踏まえ、 現行システムへの新規プログラ ム

の追加およびカ スタ マイ ズを 行う 方向で進めている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 年度計画を 順調に実施

し ている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②限ら れた人員を 有効に活用し て簡素

な事務局組織を 編成し 、 明確な事務

分掌の下に業務を 執行する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ いちかんダイ バーシティ 看護開発センタ ーの

設置に合わせ、 組織横断的なプロジェ ク ト チ

ームによる組織体制を 構築する。  

 

・ 事務局内の業務分担を整理し 、 いちかんダイ

バーシティ 看護開発センタ ー業務も 含め、 新

たな業務・ 課題に対応でき る組織体制への見

直し を 図る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 2021 年４ 月に設置し た、 いちかんダイ バーシティ 看護開発セン

タ ーでは、 組織横断的に活動する、 地域連携、国際交流、 臨床看

護連携、 災害看護、 健康支援、 在宅ケア支援、 地域保健連携、 保

健師キャ リ ア支援の８ グループの体制を 整備し た。  

・ 事務局では、 既存事業の進捗や新規事業の企画立案など事業ボ

リ ュ ームを 見極めながら 、 必要な体制の確保を行っ た。  
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